
抗

租

米

と

阻

|

|
』明
末
清
初
期
の
一
幅
建
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー

木

聴

二三四五

は

じ

め

に

商
品
作
物
の
展
開

米
穀
の
生
産
・
流
通

地
主
|
佃
戸
関
係
と
一
商
業
・
高
利
貸
資
本

抗
租
と
阻
米
l
|
む
す
び
に
か
え
て
||

- 25ー

t主

め

じ

小
稿
は
、
明
末
清
初
期
に
お
け
る
抗
租
(
佃
農
の
地
主
に
封
す
る
小
作
料
不
梯
い
闘
争
)
の
特
質
の
一
端
を
、

地
方
の
特
殊
な
社
曾
的
経
済
的
朕
況
と
の
闘
連
に
お
い
て
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

中
園
東
南
沿
海
に
位
置
す
る
一
幅
建

先
開
問
干
の
諸
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
ご
と
く
、
佃
農
の
一
商
品
生
産
の
展
開
は
、
明
末
以
降
の
抗
租
の
歴
史
性
を
明
示
す
る
現
象
で
あ

(

1

)

 

っ
た
が
、

一幅
建
に
お
け
る
佃
農
の
一
商
品
生
産
と
抗
租
と
の
関
連
、
特
に
佃
農
の
再
生
産
構
造
(
商
品
生
産
を
含
む
)
に
お
け
る
抗
租
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
十
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
す
で
に
前
稿
「
清
代
の
一
隅
建
に
お
け
る
抗
租
の
展
開
L

(
『
北
海
道
大
摩
文
皐
部
紀
要
』
三
四
巻
一
一
鋭
、

一
九
八
五
年
、
以
下
「
前
稿
」
と
稽
す
)
に
お
い
て
、
明
末
か
ら
清
代
後
期
に
至
る
一
踊
建
の
抗
租
の
展
開

1559 

を
概
観
す
る
と
共
に
、
主
と
し
て
礎
知
正
『
崇
安
蘇
志
』
の
「
風
俗
」
に
見
え
る
抗
租
記
事
の
分
析
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
上
の
課
題
へ
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の
接
近
を
試
み
た
が
、
小
稿
も
ま
た
同
様
の
課
題
に
向
け
て
の
基
礎
的
作
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
代
後
期
の
道
光
『
永
安
蘇
志
』
巻
九
、
風
俗
志
、
農
事
、
に
、

調
に
値
え
ば
、

田
租
を
施
欠
し
、

卒
洋
の
映
田
を
も
っ
て
、
庶
を
種
え
煙
を
栽
し
、
利
は
穀
に
較
べ
て
倍
す
。

回
主
を
胎
懐
す
。
現
今
、
生
歯
日
に
繁
く
、
寄
居
す
る
者
も
衆
く
、
穀
産
食
す
る
に
足
ら
ず
。

一
た
び
雨
水
不

比
来
、

田
を
佃
す
る
者
、
民
食
を
顧
み
ず
、

と
端
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
佃
農
の
一商
品
生
産
(
甘
庶
・
煙
車
栽
培
〉

と
抗
租
と
の
関
連
と
い
う
課
題
に
は
、「
民
食
を
顧
み
ず
」
或

い
は

「
穀
産
食
す
る
に
足
ら
ず
」

と
書
か
れ
た
、
糧
食
と
し
て
の
米
穀
の
問
題
が
い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
な
環
と
し
て
内
在
し
て
い
た
の
で
あ

(

2

)

 

る
。従

っ
て
、
小
稿
で
は
、

一幅
建
に
お
け
る
一
両
品
生
産
(
特
に
商
品
作
物
栽
嬉
)
、

(

3

)

 

の
有
機
的
な
連
闘
に
つ
レ
て
特
に
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

米
穀
の
生
産

・
流
通
、

お
よ
び
佃
農
の
抗
租
闘
争
、

こ
の
三
者

商
品
作
物
の
展
開
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1 

〔表

l
1〕

は
、
乾
隆
中
頃
に
二
人
の
一
帽
建
布
政
使
H
徳
一
幅

・
顔
希
深
に
よ

っ
て
書
か
れ
た

『
闘
政
領
要
』
巻
中
、
「
各
属
物
産
」
の
記
事

を
整
理
し
、

一崎
建
各
地
の
特
産
品
を

一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

」
れ
に
よ
れ
ば
、

一隅
建
の
各
府
州
懸
の
特
産
品
と
し
て
は

嘉
枝

・
龍

限
・
落
花
生

・
甘班、

・
砂
糖

・
茶

・
街
乾

・
煙
草
等
の
農
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工
品
、

夏
布

(
苧
布
)
・
紙
・
養
器
等
の
手
工
業
製
品
、

木
材
(
杉
木
)
等
、
各
種
各
様
の
口
問
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
首
一
該
史
料
に
は、

さ
ら
に

均
し
く
客
一商一
の
販
運
す
る
有
り
、
各
省
頼
り
て
以
て
資
用
す
。

(
4〉

と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
産
品
は
「
客
一商
一
」
に
よ
っ
て
ま
さ
に
全
圏
各
地
(
「
各
省
」
)
に
流
通
し
て
レ
た
の
で
あ

っ
た
。



次
に
〔
表

1
2〕
は
、
一
描
建
各
地
の
明
清
時
代
の
地
方
志
の
中
か
ら
、
各
々
の
地
域
の
産
品
が
主
と
し
て
一踊
建
以
外
の
地
域
に
移
出
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
記
す
る
史
料
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
移
出
産
品
と
そ
の
移
出
先
と
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
表
に
よ
っ

て
、
一
踊
建
商
品
の
大
雑
把
な
流
通
航
況
な
い
し
は
そ
の
傾
向
を
把
握
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
次
の
二
貼
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
慶
汎
な
全
園
的
市
場
を
背
景
と
し
て
、
一
隅
建
の
各
地
域
ご
と
に
特
徴
的
な
商
品
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
南

部
沿
海
一
帯
(
清
代
の
行
政
匿
劃
と
し
て
の
輿
化
・
泉
州
・
湾
州
三
府
〉
の
砂
糖
、
西
部
一
帯
(
同
じ
く
湾
州
・
龍
巌
・
汀
州
の
二
府
一
州
)
の
煙
草
、
そ

〔表

1
2〕
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
如

し
て
北
部
一
帯
(
同
じ
く
延
卒
・
建
寧
・
都
武
三
府
〉
の
杉
木
・
紙
・
茶
・
街
乾
で
あ
る
。
第
二
に
、

上
の
一
幅
建
産
一
両
一
品
の
流
通
市
場
と
し
て
は
、
清
代
に
お
け
る
江
蘇
・
新
江
・
湖
南
・
湖
北
・
江
西
・
贋
東
の
華
中
南
諸
省
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
な
か
で
も
「
江
・
漸
」

「
蘇
・
杭
・
南
京
」

「
果
・
越
」

「
江
南
」

「
南
直
隷
」
と
記
さ
れ
た
江
蘇
・
漸
江
南

「
臭
・
越
・
江
准
」

福建各地の特産品

府 1'1名l蘇 ロpロ 名

福州府 闘・ 侯官 1ft枝・龍眼・福橘・撤撹

長楽 夏布

踊清 紫奈

輿化府 青田・仙遊 苧布・紅花・落花生

泉州府 慶門 海粉

同安 甘熊

海州府 活費浦 水墨二品・器血・眼鏡

龍渓 氷糖・橘餅・関叢

延卒府 順昌・特集 紙

建寧府 杉木

崇安 茶葉

建安・胤寧 夏布・香菰・冬街

松渓 省乾・紅菰

浦減・建陽 蓮子・生熱姻来最

都武府 泰寧・ 建寧 夏布・街乾

汀州府 上杭 銭鎖・綜器・竹器

福寧府 紫菜

寧徳 磁器

肇湾府 紅白糖・落花生

永春州 夏布

徳化 磁器

龍巌州 燦抗・茶葉・落花生

寧洋 紙
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〔表-IJ

「各麗物
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典接徳福・ 顔希深『関政領要』谷中，

産」。
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〔表-2J 幅建各地の省外移出産品と移出先

開|↑名 |豚名 |時期| 移出産品 移 出 先

稿州府 繭清 康限 夏布 江 ・新等 ① 

古田 高暦 紅効 遠方・闘中 ② 

興化府 弘治 青麻布 他慮 ③ 

砂糖 各慮 ③ 

泉州l府 崇I鼠 m;枝乾・龍眼乾・黒白糖 天下 ④ 

菅江 康照 嘉枝乾・龍眼乾 温 ・台・蘇・杭・南京等⑤

道光 砂糖 他方 ⑤ 
一
向安 嘉靖 育錠 初7 ⑦ 

海州府 康県 砂糖 各省 ③ 

焔草 奥 ・越 ・康 ・楚漢 ③ 

龍渓 康照 煙草 奥 ・庚 ・楚 ・越 ③ 

乾隆 砂糖 臭 ・越 ⑩ 

卒和 康照 砂糖・姻草 外省 ⑪ 

延卒府 南卒 嘉慶 苧布 四方 ⑫ 

街 呉 ・越・江准 ⑬ 

永安 落正 杉樹 外郡 ⑬ 

道光 箔 江・所・漢・庚等 ⑮ 

紙 江南・庚東・稲刈等 ⑮ 

建寧府 崇安 嘉慶 武夷茶 四方 ⑮ 

都武府 高暦 紙 湖庚 ・南直線 ⑫ 

汀州府 永定 乾隆 姻 江西・庚東 ⑬ 

上杭 |乾隆 巾布 ⑬ 

龍巌州 道光 茶葉 ・煩葉 他省 @I 
典嬢:①康県『幅清勝志」各 1，地輿志， 土産， 貨之廊， 夏布。 ②高暦 『古因果系志』巻

5，食貨志，物産，貨之嵐，紅刻。③弘治『輿化府芝、」 巻12，戸紀6，貨殖志。④

崇禎「闘書』巻38，風俗志。⑤康照『安海志』巻 4，物類誌，菓品。@道光『青江

懸志」各72，風俗志，食事。⑦嘉靖『永春懸志』巻 1，輿地志，物産，貨，能。③

康照 11寧州府志』各26，民風，衣食。③康照「龍渓懸志』巻10，風俗。⑮乾隆「龍

渓懸志』各19，物産，貨之属，糖。⑪康照 「卒和懸志』巻10，風土志，民風， 農。

⑫嘉慶『南卒将、志』物部，巻 1，物産，島属，苧布。⑬同前，物産，貨厩， zg。⑬

潅正『永安懸志」各 5，物産。⑮道光『永安懸念、』各 9，風俗志， 商頁。⑮嘉慶

『崇安蘇志』巻 2，物産，貨厩，武夷茶。⑫天啓『郁武府志」各 9，奥地志 9，物

産，貨之廃，紙。⑬乾隆『永定綜志」巻 1，封域志， 土産，通有者，畑。⑬乾隆

「上杭豚志』各 1，風俗，習向。③道光I'i龍巌州、|志』 巻 7，風俗志，荷賀。
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省
、
特
に
江
南
一
帯
が
一
噛
建
商
品
の
最
も
重
要
な
販
寅
市
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
全
圏
的
な
流
通
市
場
の
中
で
、
江
南
地

(

5

)

 

方
は
中
園
の
南
北
の
流
通
の
い
わ
ば
結
節
黙
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

一踊
建
の
一
商
品
は
そ
の
江
南
と
の
聞
に
き
わ
め
て

大
き
な
パ
イ
プ
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

で
は
、

一幅
建
産
商
品
の
全
園
的
市
場
へ
の
流
通
に
針
し
て
、
逆
に
如
何
な
る
商
品
が
そ
の
劉
債
と
し
て
一
幅
建
に
移
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。す

で
に
著
名
な
史
料
で
あ
る
が
、
高
暦
四

O
年
(
一
六
二
一
)
刊

『
泉
州
府
志
』
巻
三
、
輿
地
志
下
、
風
俗
、

稲
米
・
夜
褒
・
紙
纏
・
綿
索
、
鶴
来
皆
な
臭
・
漸
に
仰
資
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
明
末
の
泉
州
府
で
は
衣
・
食
に
閥
わ
る
物
資
が
江
漸
地
方
か
ら
移
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
浮
州
府
に
つ
い
て
、

清
代
中
期
の
乾
隆
四
二
年
(
一
七
七
七
〉
刊
『
湾
州
府
士
と
巻
四
五
、
紀
遺
上
、
物
産
、
に
は
、

湾
紗

・
湾
鍛

・
溜
械
は
、
海
の
物
産
な
り
。
而
し
て
紙
は
則
ち
諸
を
新
西
よ
り
取
る
。
棉
・

苧
等
の
布
、
本
機
の
織
る
と
こ
ろ
、
他
郡
に

譲
ら
ず
e

而
し
て
苧
は
則
ち
之
を
江
西
よ
り
取
り
、
棉
は
則
ち
之
を
上
海
よ
り
取
る
。
即
ち
粟
米
の
需
、
龍
撲
は
多
く
蓋
簡
よ
り
資
り
、
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詔
安
は
多
く
贋
東
よ
り
賀
る
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
嘗
一該
地
域
で
は
こ
の
時
期
、
米
穀
を
蓋
間
・
慶
東
か
ら
、
生
糸
・
棉
花
を
江
南
か
ら
、
そ
し
て
苧
腕
を
江
西
か
ら
移
入
し

て
い
た
の
で
あ

っ
た。

以
上
の
二
つ
の
史
料
に
お
い
て
も
絞
述
さ
れ
て
い
る
が
、
一
幅
建
の
移
入
品
目
の
う
ち
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
米
穀
で
あ
っ
た
。
こ
の
米
穀
の

移
入
朕
況
に
つ
い
て
は
衣
一
軍
に
お
い
て
詳
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
少
し
く
崩
れ
て
お
き
た
い
の
は
衣
料
物
資
の
移
入
に
つ
い
て
で
あ
る
。

す
で
に
明
代
中
期
の
弘
治
『
八
間
通
志
』
に
お
い
て
、
一
幅
建
の
絹
織
物
業
が
原
料
H
生
糸
を
江
南
(
「
奥
・
杭
じ
か
ら
の
供
給
に
依
存
し
て

(

6

)

 

い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
明
末
の
泉
・
湾
二
府
の
都
市
絹
織
物
業
|
|
主
と
し
て
海
外
市
場
を
背
景
と
し
て
い
た
ー
ー
で
も
江
南

(

7

)

 

の
「
湖
糸
」

が
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
紋
況
は
清
代
中
期
に
至

っ
て
も
縫
績
的
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
湖

663 
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糸
」
と
共
に
、
重
要
な
移
入
品
目
と
な
っ
て
い
た
の
は
棉
花
お
よ
び
棉
布
で
あ
っ
た
。
西
嶋
定
生
氏
の
棉
業
研
究
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
、
清

代
乾
隆
年
間
の
猪
牽
『
木
棉
譜
』
の
記
事
が
明
確
に
描
寓
し
て
い
る
よ
う
に
、

嘗
時
、

一
帽
建

・
贋
東
商
人
が
江
南
に
お
い
て
一
隅
建
・
贋
東
産

の
砂
糖
(
「
糖
霜
」
〉
を
貰
却
し
、

(
8〉

あ
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
構
造
の
一
面
が
前
掲
の
乾
隆
「
湾
州
府
志
』
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一帽
建
の
棉
布
業
の
高
度
な
技
術
性
を
前
提
と
し
て
棉
布
よ
り
も
棉
花
(
繰
棉
〉
が
一
隅
建
に
移
入
さ
れ
た
こ
と
を
指

繰
棉
(
「
花
衣
」
)
を
購
入
し
て
蹄
る
、
と
い
う
貿
易
構
造
が
江
南
|
福
建
・
蹟
東
聞
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で

と
こ
ろ
で
、
西
嶋
氏
は
、

(

9

)

 

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
幅
建
の
内
陸
地
域
に
お
い
て
は
、
道
光
『
永
安
蘇
志
』
巻
九
、
風
俗
志
、
一
商
買
、

回
り
て
渡
す
。

(

叩

)

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
永
安
の
筏
乾
の
移
出
に
劃
し
て
、
江
南
か
ら
は
棉
布
が
移
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

闘
の
筏
客
の
如
き
は
、
江

・
漸
・

漢

・
庚
等
の
虚
に
版
貰
し
、
貨
院
し
布
を
買
い
て
、

2 
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上
述
の
一耐
建
の
特
産
品
の
う
ち
、
清
代
に
商
品
作
物
と
し
て
大
い
な
る
護
展
を
途
げ
た
茶
を
は
じ
め
、
杉
木

・
紙
・
筏
乾
の
生
産
は
、
主
と

し
て
延
卒
・
建
寧
:
部
武
の
山
地
・

丘
陵
地
帯
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
地
主
|
佃
戸
関
係
の
慶
汎
な
存
在
が
珠
想
さ
れ
る
卒
野

ハ
ロ
〉

部
の
水
田
地
僧
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
、
小
農
民
段
階
の
商
品
生
産
は
、
甘
煎

・
煙
草
の
栽
培
で
あ
っ
た
。

一繭
建
の
重
要
な
移
出
口
問
で
あ
る
砂
糖
の
生
産
お
よ
び
そ
の
原
料
と
し
て
の
甘
煎
の
栽
増
は
、
す
で
に
宋
代
に
お
い
て
一
定
の
地
域
的
展
開
を

(

ロ

)

見
て
い
た
が
、
明
末
の
段
階
に
お
け
る
よ
り
一

一層
の
設
展
の
中
心
的
地
域
は
、
南
部
沿
海
に
位
置
す
る
泉
州
・
海
州
・
輿
化
の
三
府
で
あ
っ

(

日

)
た
。
こ
の
時
期
の
泉
州
府
で
は
、
甘
煎
栽
培
が
稲
作
地
帯
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
稲
か
ら
甘
煎
へ
の
作
付
輔
換
を
惹
起
し
、
そ
の
結
果

(

H

)

 

と
し
て
米
穀

(
H糧
食
)
不
足
に
と
も
な
う
江
南
か
ら
の
米
穀
移
入
が
必
要
不
可
依
と
さ
れ
る
朕
況
に
至
っ
て
い
た
。

ま
た
、

滞
州
府
に
お
い
て
も
同
様
の
事
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
康
照
五
四
年
(
一
七
一
五
〉
刊
『
湾
州
府
志
』
巻
二
六
、
民
風
、
衣
食
、

は
、
首
一
該
地
域
の
一商
品
作
物
栽
増
全
般
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
絞
述
し
て
い
る
。



俗
は
煎
を
種
え
、
東
は
糖
と
す
可
し
。
各
省
之
を
責
る
に
、
利
は
回
に
倍
す
。
叉
た
桔
を
種
え
、
糖
を
煮
て
餅
と
震
す
。
利
は
数
倍
に
し

て
、
人
多
く
こ
れ
を
営
む
。
煙
草
と
は
、
相
思
草
な
り
。
天
下
に
甲
た
り
て
、
臭

・
越

・
贋
・
楚
漢
に
貨
ら
る
。
其
の
利
も
亦
た
田
に
較

べ
て
数
倍
な
り
。
其
の
他
、
嘉
枝
・
龍
眼
・
梨
柚
・
落
花
生
の
属
の
若
き
は
、
俗
も
亦
た
最
も
貴
ぶ
。
放
に
或
い
は
五
穀
の
地
を
奪
い
、

而
し
て
之
と
争
い
て
穀
は
病
め
り
。

:
:
:
今
佳
種
を
棄
て
て
末
食
に
趨
れ
ば
、
則
ち
回
漸
く
少
く
し
て
、
粟
愈
々
足
ら
ざ
る
な
り
。

津
州
府
で
は
、
こ
の
時
期
、
甘
煎

・
煙
草
・
嘉
枝
・
龍
眼
・
落
花
生
お
よ
び
柑
橘
類
の
栽
橋
が
米
穀
生
産
に
比
較
し
て
よ
り
多
く
の
利
盆
を

(
日
以
)

も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
大
々
的
に
展
開
し
て
い
た
。
従
っ
て

「
明
初
よ
り
、
生
歯
繁
民
に
し
て
、
食
す
る
に
足
ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
た
に
も
拘

ら
ず
、
首
一
該
地
域
で
は
稲
作
面
積
の
縮
小
が
漸
次
に
進
展
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
糧
食
問
題
は
緊
張
の
度
合
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔

お

)

と
こ
ろ
で
、
明
末
の
段
階
に
呂
宋
島
か
ら
一踊
建
の
泉
州
に
停
来
し
た
と
さ
れ
る
煙
草
は
、
清
の
乾
隆
年
聞
に
は
す
で
に
一
踊
建
の
代
表
的
な
一
商

(

げ

)

品
作
物
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。
こ
の
約
一
世
紀
牢
の
聞
に
、
煙
草
の
栽
培
は
一
隅
建
農
村
社
舎
に
贋
汎
に
浸
透
し
、
か
つ
定
着
し

〔表
|

3
〕
は
主
と
し
て
一
踊
建
の
地
方
志
の
中
か
ら
、

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
よ
び
「
物
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そ
の
「
風
俗
L

に
見
え
る
煙
草
開
係
の
記
事
、

産
」
の
煙
草
の
項
に
祉
曾
的
経
済
的
紋
況
に
閥
わ
る
コ
メ
ン
ト
の
附
さ
れ
た
も
の
を
抽
出
し
、
地
域
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に

ま
ず
、一幅
建
の
八
府
二
州
(
肇
湾
を
除
く
)
の
う
ち
一
隅
州
府
以
外
の
す
べ
て
の
府
州
に
煙
草
栽
培
の
展
開
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
お
け
る
、
泉
州
府
の

ωω
、
海
州
府
の
刷
、
延
卒
府
の
同
伺
制
、

汀
州
府
の
倒
帥
帥
側
、
龍
巌
州
の
帥
帥

の
諸
史
料
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
煙
草
の
栽
培
は
ま
さ
に
「
稲
田
」
地
域
に
展
開
し
、
稲
作
を
騒
逐
す
る
様
相
を
呈
し
て
レ
た
の
で
あ

(

叫

叩

)

る
。
し
か
も
、

煙
草
は
そ
の
性
質
上
、
栽
培
に
き
わ
め
て
肥
沃
な
土
壌
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
「
映
回
」
(
回
同
帥
〉
、

(
帥
〉
と
い
う
肥
沃
な
生
産
性
の
高
い
土
地
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
と
同
時
に
、

〔表

1
3〕

「
一
骨
田
」
(
凶
凶
〉
、

「
良
回
」

一幅建
の
米
穀
不
足
は
盆
々
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
明
末
か
ら
清
代
に
か
け
て
、

一帽
建
で
は
甘
茂
・
煙
草
に
代
表
さ
れ
る
一商
品
作
物
の
栽
屠
が
大
々
的
に
展
開
し
て
い
っ
た



〔表

1
3
〕

明
末
以
降
の
一幅建
に
お
け
る
煙
草
栽
培
の
展
開

司
引
一昨
到
1
1
1
111
1
11
1

一
興

化

府

一
仙

遊

一
一
川
乾
陣
地
お
『
管
理
臨紳
士
心
』
巻
八
下
、
邑
肇
志
、
風
俗

↑

↑

十

東
郷
開
種
目
畑
替
市

・
花
生
、
獲
息
収
蔵
。

ω
乾
隆
明
ぬ
『
泉
州
府
士
心
』
忠
信
一
九
、
物
産
、
貨
之
属
、
終

安
渓
出
者
、
勝
於
海
浦
・
石
嶋
。
近
村
氏
亦
多
以
此
占
稲
田
、
最
失
本
計
む

江

一

ω
乾
降
叩
『
凪
日
江
田
肺
士
官
巻
一
、
輿
地
志
、
物
産
、
貸
之
属
、
夜
'

一

土
姻
不
及
湾
。

安

一
例
乾
隆
也
『
同
安
蘇
志
』
忠
信
一
四
、
物
産
、
貨
、

燕

同
西
界
村
民
多
極
此
、
然
姻
場
調
而
稲
田
稀
、
失
本
計
集
。

ω
山
口
市
禎

1

『
潟
州
府
士
心
』
径
二
七
、
風
土
志
、
物
産
、
草
之
属
、
淡
芭
菰

一
泡
多
蒔
之
者
。

刷
康
際
臼
『
海
州
府
士
心
』
径
二
六
、
民
風
、
衣
食

一

例
前
半
者
、
相
思
草
也
。
甲
子
天
下
、
貸
子
呉
予
越
子
厳
子
楚
漢
、
其
利
亦
絞
回
数
倍
。

的

同

、

径

二

七

、
物
産
、
貸
之
属
、
燈
草

今
各
省
皆
向
之
、

外
省
亦
有
種
者
。
然
惟
湾
煙
稽
最
、
繋
債
甲
天
下
。
海
叉
長
泰
最
勝
、
人
多
種
之
、
利
甚
多
。

渓

-
同
康
限
切
『
龍
渓
一
勝
志
』
巻
一

O
、
風
俗

-

叉
種
煙
草
、
貸
子
奥
子
康
子
楚
・
越
、
利
数
倍
。

一
例
乾
陣
地
幻
『
理
決
勝
志
』
巻
一

O
、
風
俗

一

惟
種
煎
及
畑
草
、
其
獲
利
倍
、
故
多
奪
五
穀
之
地
。

一
同

問

、

谷

一

九
、
物
産
、
貨
之
属
、
姻
草

一

種
盛
闘
中
、
:
・
:
今
所
在
皆
有
。

惟
湾
畑
稽
歳
。

滋

一
帥
康
配
川
辺
『
海
澄
勝
士
山
』
各
一
て
風
土
志
、
物
産
、
草
之
属
、
淡
芭
菰

一

其
積
流
入
江
西

・
湖
底
風
、
推
湾
其
最
。

同
康
県
日
『
卒
和
麻
志
』
巻
一

O
、
風
土
志
、
民
風
、
良

666 
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汀

州

府

永寧

一

近
或
種
煎
、
取
築
震
糖
、
亦
種
姻
革
、
以
貨
外
省
。

泰

一
同
乾
隆
日
『
長
泰
懸
士
山
』
径
一

O
、
風
土
志
、
土
産
、
貨
属
、
燈
草

一

本
邑
最
勝
、
人
多
種
之
、
利
甚
多
。

卒

一
同

嘉
慶
応

『南
卒
麻
志
』
人
部
、
巻
八
、
風
俗
、
生
業

一

年
来
姻
草
獲
利
、
栽
者
日
彩
。
減
媛
山
隊
、
菊
望
皆
是
、
且
有
植
於
稲
田
者
。

一
同
問
、
物
部
、
巻
て
物
産
、
貨
属
、
燈
草

一

債
昂
甚
以
般
国
種
護
者
。

安

一
帥

道

光

H

『
永
安
田
肺
士
山
』
巻
九
、
風
俗
志
、
農
事

↑

比
来
佃
回
者
、
不
顧
民
食
、
勝
卒
洋
服
回
、
種
煎
栽
煙
、
利
較
穀
一
倍
。

城

一

淳

一

k
u
 

制
光
緒
川
却
『
浦
城
蘇
士
山
』
巻
七
、
物
産
、
貨
之
属
、
姻
草

ロ
巴
中
種
於
田
者
日
田
畑
、
種
於
山
者
日
山
畑
。
:
:
:
遠
近
皆
著
名
。

同
陸
熔
『
畑
譜
』
生
産
、
第
一

第
一
数
闘
産
、
而
一浦
城
最
著
。

同

乾

隆
明山

『
都
武
府
志
』
巻
六
、
物
産
、
草
之
属
、
切
草

郡
地
庚
種
之。

帥
光
緒
担

『光
津
郷
土
士
山
略
』

一商
務

煩
草
・
・
目
他
境
向
有
通
販
者
。

~噌

メι

制
康
照
的
ω
『
寧
化
懸
志
』
巻
二
、
土
地
部
、
土
産
、
草
之
属
、
淡
芭
菰

今
俗
名
畑
。
種
出
東
洋
、
十
徐
年
内
、
人
競
蒔
之
。
:
:
:
始
惟
閲
・
康
人
閲
食
之
、

今
則
通
天
下
用
之
。

倒

乾

隆
幻

「永
定
勝
志
』
巻
て
封
域
士
山
、
土
産
、
通
有
者
、
畑

永
以
膏
回
種
畑
者
多
、
近
奉
文
殿
禁
、
卸
種
於
皐
地
高
原
、
亦
損
肥
田
之
糞
、
十
之
五
・
六
。

帥
向
、
巻
四
、
皐
校
志
、
麓
俗
、
民
風

菅
田
種
畑
、
利
倍
於
穀
、
十
居
其
因
。
法
令
不
能
禁
。

同
民
園
初
『
永
定
懸
士
山
』
巻
一
七
、
土
壇
志
、
第
四
章
|
て
農
地
|
三

煙
草
魚
、氷
定
主
要
特
産
、
過
去
栽
塔
域
医
、
普
及
全
豚
。
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杭

一
同
乾
隆
刊
日
『
上
杭
師
紳
士
官
を
て
物
産
、
貨
類
、

煙

一

杭
山
多
地
少
、
可
種
之
地
甚
少
、
人
情
射
利
、
棄
本
逐
末
。
向
皆
以
良
国
種
煩
、
喜
段
之
大
者
、
近
亦
奉
文
切
妻
。

一

一
伺

民

園

日

『
上
杭
師
紳
士心
』
径
一

O
、
買
業
志
、
農
業

-

一

邑
中
毅
食
、
不
足
供
全
年
之
用
、
多
籍
汀

・
潮
援
演
。
蓋
山
多
田
少
、
下
東
路
諸
村
、
映
回
叉
皆
種
煙
、
妨
凝
穀
食
不
少
。

一

安

一
帥
光
緒
川
乱
『
一
繭
安
郷
土
士
山
』
各

て

人
類
部
、
貸
業
門
、
一商一

一

一

煙

・
茶

・
魚

・
慶
之
廊
、
在
境
之
一
商
、
国
後
其
利
、
而
護
軍
人

・
越
、
尤
不
乏
人
。

一

倒
|

配

引

劃

劃

山

主

川

|
各
省
白
書
頭
、
幅
劃

」

永
春
、
煙
交
易
頗
大
。

f

-

寧

洋

帥
康
配
山
刊
ω

『
龍
綴
鯨士山
』
各
二
、
封
域
志
、
風
俗

山
峻
水
険
、
舟
栂
不
通
、
見
通
志
。
週
来
阪
煙
四
出
、

一商一
賓
漸
繁
失
。

帥

問

、
各
二
、
封
域
志
、
土
産
、
貨
之
属
、

煙

崇
禎
初
年
、
始
種
之
、
遡
来
鰐
娘。

・

・
其
輿
刷版
夫
争
土
、
而
分
物
力
者
、
巴
十
之
五
失
。

帥

岡

、
径
二、

封
域
士
山
、
土
産
。

論
日
、
・
若
夫
煩
盛
而
莱
表
、
商
多
而
農
少
、
亦
巌
之
本
計
失
乎
。

伺
道
光
凶
『
龍
般
州
志
』
巻
七
、
風
俗
志
、
商
頁

其
物
産
、
惟
茶
葉

・
煩
葉
、
通
於
他
省
、
而
撞
市
・
土
建
、
数
倍
従
前
。

同

康

照

1

「
寧
洋
鯨
士
山
』
巻
二
、
輿
地
志
、
物
産
、
貨
之
属
、
煙

崇
禎
初
年
、
始
種
之
。
:
:
:
然
較
之
海
底
十
色
、
寧
猶
未
及
十
之
一
也
。

が
、
そ
の
原
因
の
一
端
を
煙
草
栽
培
農
民
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
「
利
は
穀
に
較
べ
て
倍
す
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
煙
草

の
栽
増
が
在
来
の
稲
作
に
比
較
し
て
よ
り
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
に
よ

っ
て
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
煙
草
の
栽
培
は
よ
り
集
約
的
な
農
業
経
営
、
す
な
わ
ち
土
地
に
劃
す
る
多
量
の
制
労
働
力
お
よ
び
肥
料
の
投
下

(

ω

)

 

を
必
須
の
後
件
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

栽
婿
農
民
に
と
っ
て
は
逆
に
よ
り
多
く
の
生
産
資
金
を
必
要
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
首
設
農
民
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
、
稲
作
か
ら
一商
品
作
物
栽
培
へ
の
轄
換
に
と
も
な
う
、
次
の

よ
う
な
こ

つ
の
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。

- 34ー



そ
れ
は
第
一
に
、
米
穀
生
産
の
相
劉
的
な
減
少
に
と
も
な
っ
て
、
自
家
用
の
飯
米
を
如
何
に
確
保
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
第

二
に
、
佃
租
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
主
1

佃
戸
関
係
の
も
と
に
置
か
れ
た
小
農
民
H
佃
農
の
場
合
、
地
主
へ
納
入
す
る
地
代
ハ
佃
租
〉

(
初
〉

の
形
態
が
自
ら
の
一
商
一
品
生
産
の
護
展
に
即
躍
服
し
た
か
た
ち
で
現
物
か
ら
貨
幣
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
必
然
的
に
佃
租
用
の
米
穀

を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
後
者
に
閲
し
て
、

清
初
の
段
階
に
煙
草
栽
培
が
急
速
に
進
展
し
た
汀
州
府
に
、

『
臨
汀
考
号
一
口
』
巻
六
、
詳
議
、
「
諮
訪
利
弊
八
僚
議
」
の
第
四
僚
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
賦
況
を
俸
え
て
い
る
。

た

と

汀
属
の
八
邑
、
深
山
に
僻
虚
し
、
本
よ
り
沃
野
卒
原
無
く
、
壷
く
層
轡
昼
障
に
係
る
。
所
有
の
田
土
、
副
使
い
壷
く
稲
穀
を
栽
う
る
も
、

民
聞
の
日
給
に
は
足
ら
ず
、
而
し
て
需
む
る
と
こ
ろ
の
食
米
、
半
ば
は
江
西
の
接
済
に
資
る
。
是
を
以
て
山
僻
の
村
農
、
惟
だ
耕
転
稼
稽

か
つ

を
知
る
の
み
に
し
て
、
従
て
種
煙
網
利
の
徒
無
か
り
き
。
康
照
三
十
四
・
五
年
の
開
、
湾
民
汀
州
に
流
寓
し
、
遂
に
種
煙
を
以
て
業
と
震

せ
り
。
其
の
獲
る
と
こ
ろ
の
利
息
、
稼
積
に
数
倍
す
る
に
因
り
て
、
汀
民
も
亦
た
皆
放
尤
す
。
遡
年
以
来
、
八
邑
の
膏
映
の
回
土
、
煙
を

康
照
三
五
年
(
一
六
九
六
)

か
ら
知
府
と
し
て
在
任
し

た
王
簡
庵
は

種
う
る
者
十
に
三
・
四
も
居
る
。
止
だ
利
を
園
り
以
て
私
を
肥
す
を
知
る
の
み
に
し
て
、
田
を
有
す
る
者
も
亦

た
、
惟
だ
租
の
多
き
も
て
勝
算
と
震
す
の
み
。
殊
に
知
ら
ず
、
八
邑
も
て
通
計
す
る
に
、
毎
年
米
穀
を
少
牧
す
る
こ
と
、
百
齢
蔦
石
を
下

ら
ず
、
且
つ
種
煙
の
人
は
、
叉
た
穀
を
買
い
て
以
て
租
を
償
い
、
而
し
て
窮
民
の
食
米
、
盆
々
敷
か
ざ
る
を
致
す
を
。
本
年
四
・
五
月
の

開
、
青
黄
接
せ
ざ
る
の
時
が
如
き
は
、
遁
た
ま
江
西
の
逼
濯
に
値
り
、
本
地
穀
の
買
う
べ
き
無
く
、
噸
吸
と
し
て
待
晴

(

幻

)

し
、
以
て
米
債
倍
増
し
、
民
情
憧
惑
す
る
を
致
す
は
、
職
ら
此
れ
が
故
な
り
。

彼
の
煙
を
種
う
る
者
、
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闇
郡
の
生
霊
、

す
な
わ
ち
、

ω汀
州
府
所
轄
の
八
鯨
は
も
と
も
と
糧
食
の
自
給
自
足
が
不
可
能
な
地
域
で
あ
り
、
従
来
よ
り
江
西
省
か
ら
の
移
入
米
穀
に
か

な
り
の
部
分
を
依
存
し
て
い
た
。

ω康
照
三

0
年
代
の
中
頃
、
津
州
人
の
移
住
に
よ
っ
て
俸
来
さ
れ
た
煙
草
の
栽
一
培
は
、
近
年
で
は
嘗
地
の
肥

沃
な
田
土
の
三

O
J四
O
%を
も
占
め
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
制
煙
草
の
栽
培
は
佃
農
の
経
営
に
も
、
浸
透
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は

自
ら
の
経
営
に
煙
車
栽
培
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
佃
租
の
た
め
の
米
穀
の
購
入
を
徐
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
制
こ
う
し
た
朕
況
を
背
景
と

669 
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し
て
、
首
地
の
糧
食
不
足
は
緊
張
の
度
合
を
強
め
て
い
た
1

1
市
場
に
出
回
る
米
穀
の
う
ち
飯
米
部
分
の
減
少

l
!の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
江

西
省
|
汀
州
府
聞
の
米
穀
流
通
の
存
否
は
嘗
地
の
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
汀
州
府
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一商
品
作
物
栽
培
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
米
穀
の
生
産
と
流
通
と
を
め
ぐ
る
緊
張
朕
態

は
よ
り
一
層
増
幅
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
朕
況
は
佃
農
の
経
営
に
と
っ
て
も
多
大
な
影
響
を
輿
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
経

営
は、

一商
品
生
産
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
利
益
を
獲
得
す
る
一
方
で
、
飯
米
の
確
保
お
よ
び
市
場
か
ら
の
佃
租
用
米
穀
の
購

入
と
い
う
新
た
な
課
題
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

米
穀
の
生
産

・
流
通

1 
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清
代
前
期
の
筆
中
南
諸
省
に
お
い
て
、

一隅
建
の
米
穀
事
情
が
最
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
黙
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
安
部
健
夫
氏
で
あ

っ

(

幻

)

た
。
こ
の
時
期
、
一
繭
建
地
方
は
「
豊
年
」
時
で
さ
え
も
省
外
か
ら
の
米
穀
移
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
に
明
末
以
降
に
お
け

る
一商
品
作
物
栽
培
の
進
展
は
、
そ
う
し
た
朕
況
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔表

1
4〕

』土

明
代
後
期

(
嘉
消
年
間
)
か
ら
清
代
中
期
(
乾
隆
年
開
)
に
か
け
て
の
、

一帽
建
の
米
穀
移
入
紋
況
を
時
代
順
に
表
示
し
た
も

ま
ず
一帽
建
で
消
費
さ
れ
る
米
穀
の
主
な
供
給
地
に
つ
い
て
大
約
の
傾
向
お
よ
び
時
期
的
な
推
移
を
窺
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
川
嘉
靖
年
聞
か
ら
寓
暦
年
聞
に
か
け
て
は
、

一耐
建
に
都
接
す
る
贋
東
の
恵
州
・
潮
州
南
府
と
断
江
の
温
州

・
台
州
雨
府
と
が
主
要
な

(

お

)

供
給
地
と
な

っ
て
い
た
。
山
高
暦
の
中
頃
に
は
江
南
か
ら
の
米
穀
移
入
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
湖
贋
米
の
全
園
的
流
通
に
よ
っ
て
、
明
末
清
初

期
に
は
次
の
よ
う
な
朕
況
が
現
出
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
湖
贋
で
生
産
さ
れ
た
米
穀
が
、
長
江
・
大
運
河
を
経
由
し
て
江
南
の
蘇
ー
州
西
郊
H

楓
橋
銭

|
1嘗
時
の
最
大
の
米
穀
集
散
地
1

1
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
上
海
な
い
し
は
乍
浦
の
海
港
に
運
ば
れ
、

最
後
は
海
運
に
よ

っ
て
繭

の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
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〔表-4) 幅建各地の米穀移入紋況
時期 |府名 |鯨名| 移 入 フE 備 考

嘉靖中期 |漸(温州〉・庚(悪州・潮州〉 ① 市昌 ・興・泉・海

同 泉州 同安 庚莱 ② 

嘉靖38年 湾州 早事潮 ③ 

嘉靖40年 延卒 |沙豚 江西 ④ 大飢

高暦中期 母方(温州・卜台州〉・虞(高州・懇州・潮州)⑤

同 福州、l 温州 ⑥ 常時

高暦36年 繭j十l 江准 ・蘇松 ⑦ 大飢

高麿末期 実 .~事・江右 ③ 大有年

同 泉州 江・新 ⑨ 

崇禎初期 嘉輿・湖州 ・松江・知、錫 ⑮ 頑脚下郡 | 
同 j 泉州 呉越・廉東 ⑪ 

崇禎9年 汀州 江績 ⑫ 大飢(江積週紹〕

康熊初期 E事東 ⑬ 向年

康照中期 汀州 江西(讃州〉 ⑬ 
康照45年 蘇州→乍滞 ⑮ 
康照末期 湖庚→江漸(楓橋〉→上海・乍浦 ⑮ 盟年

問 海州 龍渓 肇湾・庚東・蘇松 ⑫ 
務正2年 汀リー1'1 江右 ⑬ 
難正4年 江省・ 4事省，湖底→蘇州、|→乍滞 ⑫ 

向 護湾・新江 ③ 
乾隆13年 WH 上杭 潮米 @ 
乾隆17年 汀州 上杭 江右 @ 荒時
乾隆中期 江・漸・盈湾 ② 

向 泉州 育江 書室湾 ③ 

同 泉州 同安 窪湾，庚之南米・番米 ⑧ 
|司 泉州 慶門 洋米・塁王米 ③ 
同 湯川 龍渓 霊湾 ⑧ 
同 津j十| 詔安 庚東 ③ l 

表註・「府名J i豚名」の記載のないものは，典接史料の記述が福建全盛についてのもの
であり，また i府名」の記載のみで「鯨名」のないものは，史料の記述が府全鰻に
ついてのものである。

典銭:①郷若曾「鍵海園編』各4，i福建事宜」。②康照『同安蘇芝、』巻10，群異志，明。
③康照『海澄県高志」巻20，叢談志。④l願治「延卒府志』巻21，稽古志，災鮮，沙鯨，
明。⑤許字選 『敬和堂集』公移(撫闘稿)， i頒正俗編行各廊」。⑤王土性『康志鐸』
巻4，江南諸省。⑦蔦暦41r福州、|府志』巻75，雑事志4，時事。@天@fF都武府志』
巻首，鄭宗周「問俗説」。⑨高暦『泉州府志』巻 3，輿地志下，風俗。⑮周之菱『棄
草文集』巻 5，議， i篠陳頑州府致荒縁t評議」。⑪崇禎「間書』巻38，風俗志。⑫崇顧
「汀州府志』巻24，緩群志。⑬王命岳『駈錦堂文集』巻 2，奏疏，i{J傑陳関早補救要策
疏」。⑬王筒庵『臨汀考言」巻17，機示， i禁米牙庖家遁同好販車窓米出境」。⑬「李照
奏摺.D36， i蘇州米債騰貴縁由摺」。⑮重要世逮『二希堂文集』巻 7，書， i輿新江黄撫
軍誘関米禁書」。⑫康照『龍渓豚志」巻10，風俗，物産。⑬『宮中楼梁正朝奏摺.D2 
輯，鎮守福建汀州等Ji!地方陳有功「奏報地方糧債摺」。⑬同前， 6緯， 宿建巡撫毛文
鐙「奏報地方被水事摺」。③同前 6輯，鎮守賂軍何天培「奏報諸般渇摺之禁摺」。
なお， Ii"宮中楢』の記載については， その代表的なものを提示するに止めた。③乾隆
「上杭豚志』巻 3，群異，圏朝。②郭起元「介石堂集」巻 8，書， i上大中丞周夫子
書Jo@乾隆『育江蘇志」巻 1，輿地志，風俗。⑧乾隆『向安勝志』巻14，風俗。③徳
稿 ・顔希深「関政領要』巻中， i動産米穀」。③乾隆『津州府志』紀遺上，物産。
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建
に
験
迭
さ
れ
る
、

(

担

)

と
レ
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
江
南
か
ら
移
入
さ
れ
る
米
穀
は
、
す
で
に
前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
曙
好
ロ
聞
に
代
表
さ
れ

る
一帽
建
産
商
品
の
江
南
へ
の
移
出
に
射
す
る
封
債
の

一
部
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
制
康
隈
末
頃
か
ら
は
、
蓋
潤
米
が
一拍
建
の
移
入
米
穀
に

(お
)

ν

ヤ
ム

ル

お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
落
正
・
乾
隆
年
聞
に
は
「
洋
米
」

「
番
米
」
と
い
わ
れ
る
、
主
に
遅
羅
・
呂

(

お

〉

宋
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
米
穀
が
一幅
建
に
轍
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
幅
建
に
お
け
る
米
穀
移
入
状
況
の
時
期
的
繁
化
と
は
別
に
、
同
時
卒
行
的
に
存
在
し
て
い
た
事
貫
は
、

一幅
建
の
制
帰
省
H
江
西
|

|

湖
贋
と
共
に
、

全
閣
的
に
有
数
の
米
穀
供
給
地
で
あ

っ
た
ー
ー
ー
か
ら
の
米
穀
の
移
入
が
嘗
一該
時
期
全
践
を
通
じ
て

一
貫
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た

〔表

1
4
〕
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一幅
建
の
各
府
・
州
の
中
で
省
外
か
ら
の
米
穀
移
入
を
行
な
っ
て
い
る
地
域

と
し
て
は
、
泉
州
・
湾
州
・
汀
州
の
三
府
が
き
わ
め
て
突
出
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
幅
建
地
方
は
米
穀
事
情
の
恒
常
的
な
緊
張
・
逼
迫
と
い
う
状
況
の
も
と
で
省
外
か
ら
の
米
穀
移
入
を
不
可
依
と
し
て
い
た

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
乾
隆
年
聞
の
朕
況
を
最
も
包
括
的
に
俸
え
て
く
れ
る
の
は
、

『
聞
政
領
要
』
巻
中
、

「
歳
産
米
穀
」
の
記
事
で
あ

- 38ー

の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
一隅
建
内
部
に
お
け
る
米
穀
の
生
産
・
流
通
獣
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
。

〔
園
|
1
〕
は
、
嘗
一該
史
料
に
基
づ
い
て
、

賀
と
に
闘
し
て
、

削
除
剰
米
穀
が
存
在
し
、

そ
れ
を
移
出
し
て
い
る
地
域
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
一帽
建
の
各
府

・
州
・
蘇
を
、

各
々
の
地
域
内
に
お
け
る
米
穀
の
生
産
と
治

ωほ
ぼ
自
給
自
足
が
可
能
な
地
域
、

ω自
給
自
足
が
不
可
能
で
あ

り、

米
穀
の
移
入
を
必
要
不
可
級
と
し
て
い
る
地
域
、

に
分
け
て
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

お
よ
そ
刷
に
は
内
陸
の
延
卒
・

建
寧

・
部
武
三
府
お
よ
び
沿
海
の
興
化
府
が
、

制
に
は
一幅
寧
府
・
永
春
州
・
龍
巌
州
が
、

そ
し
て
仰
に
は
泉
州
・
湾
州
・
汀
州
三
府
が
、
各
々

一該
嘗
す
る
の
で
あ
る
。一
幅
州
府
は
柳
か
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

一帽
建
最
大
の
都
市
H
一
踊
州
府
城
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

値
的
に
は
附
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
レ
の
は
、
明
末
以
降
、
甘
庶
・
煙
草
と
い
う
一
商
品
作
物
の
栽
培
が

庚
汎
に
展
開
し
た
泉
州
・

海
州
・
汀
州
の
三
府
が
そ
の
ま
ま
仰
に
該
嘗
す
る
酷
で
あ
る
。

次
に
、
米
穀
の
流
通
欣
況
か
ら
み
て
、

一繭
建
省
内
を
ほ
ぼ
三
つ
の
区
域
H
流
通
圏
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
〈
但
し
刷
に
一
該
嘗
す
る
府

・
州
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〔圏一1) 乾隆年聞における福建の米穀生産紋況

江西省
漸江省

t 

註 1:0 は(a)の地域，。は(ωの地域，ムは(c)の地域を示し，大きいものは府全慢の吠況
を，小さいものは蘇の朕況を表わしている。なお，。は府城，①は州城.0は懸域
を示す。

註 2:蘇名は数字で表示した。各々，以下のごとくである。
1関鯨・侯官 2 長祭 3頑清. 4 羅源. 5 古田. 6界南 7 闘清 8 永
福. 9 南国. 10仙遊.11菅江. 12南安. 13憲安. 14安渓. 15同安. 16鹿門，
17龍渓.18津浦 19海澄. 20南靖. 21長泰. 22卒和. 23詔安. 24南卒. 25 
順昌. 26賂繁 27沙賦 28尤渓. 29永安. 30浦城. 31建寧 32長汀.33徳
化. 34大田. 35湾卒. 36寧化

典媛:徳編・顔希深「闘政領要』巻中. i歳産米穀」。
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は
除
く
)
。
ま
ず
、
同
じ
く
『
闘
政
一領
要
』

「
歳
産
米
穀
」
の
記
載
に
、

一帽
州
府
属
の
闘
・
侯
二
邑
、
禽
城
の
首
鯨
震
り
。

地
は
贋
さ
を
加
え
ず
。

も
、
亦
た
祇
だ
本
地

一
季
の
食
用
に
敷
す
る
の
み
に
し
て
、
惟
だ
上
瀞
の
客
販
の
接
演
に
頼
る
の
み。

:・:・
建
寧
七
属

・
都
武
四
属
、

-・
・
・
・
食
指
浩
繁
な
る
も
、

歳
産
の
米
穀
、

即
い
盟
牧
に
遇
う回

膏
膜
な
る
も
の
多
く
、
素
よ
り
産
穀
の
郷
と
栴
せ
ら
れ
、
而
し
て
浦
域

・
建
寧
の
南
口巴
、
尤
も
豊
裕
震
り
。
省
城
の
民
食
、
歓
乏
を
致
さ

ざ
る
は
、
全
て
延

・
建

-m三
府
有
散
の
米
に
頼
り
て
、
以
て
接
済
す
る
を
得
る
が
故
な
り
。

と
見
ら
れ
る
よ
う
に、

そ
の
第

一
は
、
産
米
地
区
H
延
卒

・
建
寧

・
叩
武
三
府
と
消
費
地
区
H
一繭
州
府
(
特
に
省
城
一幅
州
)
と
か
ら
な
る
米
穀
流

通
園
で
あ
り

こ
の
雨
者
は
一帽
建
の
大
動
脈
H
聞
江
の
本
・
支
流
に
よ
っ
て
結
び
附
い
て
い
た
。

明
末
の
史
料
、

周
之
製
『
棄
草
文
集
』
巻

五
、
議
、

「
篠
陳
一
幅
州
府
致
荒
縁
麟
議
」
に
は

一焔
州
一
府
、

上
は
延

・
建

・
部

・
汀
、
及
び
古
田

・
闘
清

・
大
筆
・
小
筆
各
山
各
涯
の
米
に
仰
ぐ
。
比
白
一
彼
の
庭
の
一商
板
、
流
れ
に
順
い
て

下
り
、
洪
塘

・
南
蓋
一
の
二
所
に
屯
集
し
、
以
て
省
域
内
外
、

及
び
聞
安
銀
以
下
沿
海
の
民
の
鱒
濯
す
る
に
供
す
。

- 40ー

と
あ

っ
て
、
こ
の
流
通
圏
に
は
米
穀
供
給
地
と
し
て

ωに一
該
嘗
す
る
汀
州
府
(
の
一
部
〉
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

ο
有
ψ

(

徐

刺
)
か
ら

44…。

(不
足
)
へ

と
い
う
皐
純
な
米
穀
の
流
れ
で
は
理
解
し
得
な
い
問
題
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
産
米
地
区

(

幻

)

一
旦
は
一
踊
州
近
郊
の
二
大
市
場
H
南
蓋
・
洪
塘
に
搬
入
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
府
城
お
よ
び
沿
海
の
諸
地
域
に
搬
運

・

の
米
穀
は
闇
江
を
下

っ
て

(

叩

却

)

版
賀
さ
れ
て
い
た
。

第
二

の
区
域
は
、

沿
海
の
輿
化

・
泉
州

・
浮
州
三
府
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
輿
化
府
の
み
が
産
米
匿
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
但
し
、
興
化
産

(

m

)

 

の
米
穀
は
泉
州
府
の
沼田
江
・
恵
安
南
牒
に
流
通
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
泉

・
津
南
府
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
康
東
・
江

南
・

蓋
精
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
米
穀
の
移
入
な
い
し
は
聡
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
泉

・
湾
雨
府
は

ま
さ
に
一隅
建
省
外
の
諸
地
域
と
の
聞
で
米
毅
流
通
園
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

設
後
に

第
三
の
区
域
は

汀
州
府
で
あ
る
。

こ
の
府
は
米
穀
自
給
の
不
可
能
な
伺
に
該
首
す
る
地
域
で
あ
っ
た
が
、

都
接
す
る
江
西
省
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〔圃-2J 耐建の蕗業流通ルート

瑞
金

.D~コ

註 太い賀線、は幹線ノレートを， 細い賀線は準幹線ノレートを，破線はその他のノレートを表わ

す。但しこれらは下記の 7種類の商業地理書の記載に基づき，単純にその記載頻度

によって 5種類以上の文献に見られるものを幹線とし， 3種類以上を準幹線，それ

以下をその他のノレートとしたものである。今後の精微な分析が必要とされよう。

典抜:U)英it:r一統路程圏記』隆鹿4年 (1570)刊。②陶承慶『商程一覧」寓暦刊。③悔

務子『土爾要覚』清刊。④雀亭子『路程要貿』清刊。⑤陳舟土「天下路程」乾隆6一年

(1741)刊。 ⑤頼盛遠 『示我周行』乾隆39年 (1774)刊。⑦英中学「商貰便費』乾隆

57年 (1792)刊。
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(
積
州
府
・
建
昌
府
・
寧
都
州
)
と
康
東
省
(
潮
州
府
)
と
に
よ
っ
て
流
通
圏
を
形
成
し
て
い
た
。

同
じ
く
「
闘
政
領
要
』

「
歳
産
米
穀
」
に
は

汀
州
府
腐
の
八
邑
、
産
穀
倶
に
限
り
有
る
に
属
す
。

附
廓
の
首
蘇
に
係
り
、

て
、
食
口
頗
る
衆
き
の
み
。
縁
る
に
、
地
は
江
西
の
建
昌
府
属
の
康
昌
、
輪
州
府
腐
の
石
城
等
の
懸
と
枇
連
し
、
素
よ
り
江
西
の
米
穀
の

惟
だ
長
汀
、

汀
鎮
も
斯
の
地
に
駐
割
し
、

兵
・
民
雑
虚
し

援
済
に
藷
る
。
並
び
に
汀
郡
と
江
西
と
は
、
均
し
く
号
瞳
を
食
す
る
に
因
り
、
従
前
よ
り
定
ず
江
西
の
米
販
の
米
を
挑
ぎ
て
汀
に
来
る
者

(

ω

U

 

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
汀
州
府
(
特
に
長
汀
豚
)
は
、
江
西
の
米
穀
お
よ
び
康
東
の
瞳
の
流
通
の
結
簡
黙
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
汀

有
れ
ば
、
其
の
盟
斤
を
買
回
す
る
を
准
す
。

州
府
に
お
け
る
煙
車
栽
培
(
一
商
品
生
産
)
の
準
展
と
い
う
事
態
を
考
え
る
と
き
、
ま
さ
に
江
西
|
〔
米
穀
〕
↓
汀
州
|
〔
米
穀
・
煙
草
〕
↓
庚
東
、
お
よ

(

但

)

び
贋
東
|
〔邸〕
↓
汀
州
|
〔
盤

・
煩
草
〕
↓
江
西
と
い
う
流
通
紋
況
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、

一
帽
建
の
米
穀
流
通
を
中
心
と
し
て
三
つ
の
経
済
圏
を
設
定
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

I
産
米
地
H
延
卒
・
建
寧
・
部
武
三
府
お
よ

び
非
産
米
地
リ
汀
州
府
の
一
部
と
米
穀
消
費
地
H
一帽
州
府
と
か
ら
な
る
巨
域
|
|
一
帽
建
省
内
で
は
最
大
の
米
穀
流
通
圏

l
i、
E
興
化
・

泉

州
・
淳
州
三
府
か
ら
な
る
区
域
|
|
消
費
地
H
泉
・
津
南
府
は
省
外
・
海
外
諸
地
域
と
米
穀
流
通
園
を
形
成
し
て
い
た
|
|
、
そ
し
て
岨
汀
州

〔園

1
2〕
は
、
明
の
隆
慶
年
聞
か
ら
清
の
乾
隆
年
聞
に
か
け
て
編
纂
さ
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府
を
結
節
黙
と
し
て
江
西
・
康
東
の
一
部
か
ら
な
る
区
域
で
あ
る
。

(
M
M
)
 

れ
た
七
種
類
の
一商
業
地
理
書
に
基
づ
い
て
、

一繭
建
省
内
(
郷
接
地
域
と
の
関
を
も
含
む
)
を
中
心
と
す
る
商
業
ル
l
ト
を
園
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
園
の
幹
線
・
準
幹
線
ル
l
ト
の
位
置
か
ら
も
、
如
上
の
三
つ
の
流
通
園
の
設
定
が
ほ
ぼ
安
嘗
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

2 

と
こ
ろ
で
、

一帽
建
の
特
殊
な
米
穀
事
情
を
考
え
る
と
き
、
糧
食
不
足
を
直
接
的
に
補
填
す
る
存
在
と
し
て
、
明
末
以
降
、
特
に
注
目
す
べ
き

も
の
と
な
っ
て
い
た
甘
薯
(
リ
番
薯
)
の
栽
培
に
つ
い
て
燭
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

明
の
寓
暦
二

0
年
代
に
呂
宋
よ
り
俸
来
し
た
甘
薯
は
、
嘗
初
、
救
荒
作
物
と
し
て
そ
の
栽
培
が
奨
勘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
高
い
生



産
性
と
土
地
の
肥
婿
を
問
わ
ず
栽
培
可
能
で
あ
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
瞬
く
聞
に
、
一
商
品
作
物
栽
培
の
進
展
し
て
い
た
沿
海
地
域
に
浸
透
し
て

(

お

)

(

泊

)

い
っ
た
。
明
末
の
泉
州
府
で
は
、
甘
薯
が
「
貧
者
」
の
糧
食
と
し
て
一
定
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
沿
海
の
諸
地
域

「民
食
の
半
ば
は
此
れ
に
資
る
」
と
い
わ
れ
る
段
階
に
至
る
の
は
、
お
よ
そ
乾
隆
年
間
頃

のに
よお
うし、
にて
思
わ甘
れ(薯

そぎが
--， 

五
穀
の
宇
li 
を
佐
く
可
し
しー

な
か
で
も
泉
州
府
で
は
、
糧
食
全
瞳
に
占
め
る
甘
薯
の
比
重
が
か
な
り
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
乾
隆
三
二
年

(
一
七
六
七
〉
刊
『
同
安
鯨
志
』
巻

一
四
、
物
産
、
穀
之
属
、
に
附
載
さ
れ
た
「
番
薯
」
の
項
に
は
、

按
ず
る
に
、
番
薯
は
穀
類
に
非
ざ
る
な
り
。
但
だ
同
ロ
巴
は
地
に
偏
く
皆
種
え
、
戸
を
比
べ
て
皆
食
す
。
且
つ
此
の
物
の
盛
衰
を
以
て
、
年

(

お

)

歳
の
豊
数
を
ト
す
。
利
は
薄
く
し
て
用
も
宏
し
。
幾
ん
ど
五
穀
と
並
び
重
ん
ぜ
ら
る
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
首
一
該
地
域
で
は
、
米
穀
生
産
量
の
低
さ
も
相
侯
っ
て
、

「
戸
を
比
べ
て
皆
食
す
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
甘
薯
は
糧
食
と
し
て

- 43-

一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

(
初
出
〉

沿
海
地
域
に
お
け
る
展
開
に
比
べ
て
、
内
陸
地
域
へ
の
甘
薯
の
浸
透
に
は
あ
る
程
度
の
タ
イ
ム

・
ラ
グ
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
清

代
後
期
の
道
光
年
聞
の
賦
況
と
し
て
、
延
卒
府
の
道
光
『
永
安
勝
志
』
巻
九
、
物
産
志
、
褒
層
、
番
薯
、

永
邑
向
来
種
う
る
こ
と
少
な
き
も
、

の
項
に
は

今
城
・
郷
の
所
在
有
る
こ
と
多
し
。

亦
た
酒
を
醸
す
可
し
。

歳
ご
と
に
資
給
し
、

以
て
糧
食
に
嘗

っ
。
且
つ
種
植
は
力
を
篤
し
易
く
、
貧
家
も
除
糧
を
獲
可
し
。
永
は
叉
た
山
多
く
田
少
な
し
。
近
ご
ろ
多
く
山
を
聞
き
、
此
の
物
を
栽
種

す
る
に
、
宇
載
の
糧
を
責
る
に
足
る
。
誠
に
補
う
無
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
永
安
蘇
で
は
こ
の
時
期
に
至
っ
て
甘
薯
の
栽
培
が
一
般
化
し
、
特
に
山
地
の
開
墾
と
そ
こ
で
の
栽
唱
と
に
よ
っ
て
甘
薯

の
生
産
が
「
半
載
の
糧
」
に
相
嘗
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
甘
薯
の
栽
培
に
よ
っ
て
「
貧
家
も
蝕
量
を
獲
可
し
」

と
あ
る
黙
に
注
目
し
た
い
。
米
穀
不
足
を
補
填
す
る
存
在
と
し
て
の
甘
薯
は
、
特
に
「
貧
民
」
「
貧
家
」
と
い
わ
れ
る
階
層
|
|
嘗
然
、
多
く

(
叩
ぬ
)

の
佃
農
を
含
む
で
あ
ろ
う
l
l
a
の
糧
食
と
し
て
よ
り
重
要
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
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彼
ら
は
ま
さ
に
一
商
品
作
物
(
甘
煎
・
煙
草
〉
の
栽
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〈

ぬ

)

培
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
幅
建
に
お
け
る
甘
薯
の
展
開
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
て
き
た
が
、
嘗
面
問
題
と
す
る
明
末
か
ら
清
中
期
に
か
け
て
の
段
階
に
限
定
す

(

ω

)

 

る
な
ら
ば
、
甘
薯
の
存
在
意
義
は
米
穀
不
足
を
補
填
す
る
と
い
う
黙
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
糧
食
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
米
穀
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
甘
薯
栽
培
が
最
も
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
泉
・
津
南
府
に
つ
い
て
、
『
聞
政
領
要
』
の
「
歳
産
米
穀
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

以
上
、

て
い
る
。地

土
痔
薄
に
し
て
、
禾
稲
を
種
う
る
に
堪
う
る
者
、
僅
か
に
十
の
四
・
五
な
り
。
其
の
齢
は
量
く
沙
積
に
麗
し
、
止
だ
雑
糧
・
地
瓜
・
番

薯
を
積
一
植
す
る
に
堪
う
る
の
み
。
卸
い
晴

・
雨
時
に
鹿
じ
、
十
分
の
牧
成
あ
る
も
、
亦
た
本
地
牢
年
の
食
用
に
敷
せ
ず
。
幸
い
雨
府
の
人

民
、
原
よ
り
三
等
有
り
。
上
等
な
る
者
、
飯
洋
を
以
て
事
業
と
震
し
、
下
等
な
る
も
の
、
出
海
採
捕

・
駕
船
挑
脚
を
以
て
生
計
と
篤
す
e

惟
だ
中
等
な
る
者
の
み
、
農
に
力
め
て
度
目
す
。
故
に
各
層
、
米
貴
を
患
わ
ず
、
只
だ
無
米
を
患
う
の
み
。
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泉
・
湾
南
府
に
お
い
て
は
、
米
穀
・
甘
薯
等
の
生
産
が
「
本
地
半
年
の
食
用
」
に
し
か
充
嘗
せ
ず
、
従
っ
て
、
糧
食
の
不
足
部
分
は
上
述
の

ご
と
く
移
入
米
穀
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
首
一
該
地
域
で
は
需
要
と
供
給

と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
く
る
米
債
高
騰
よ
り
も
、

「
無
米
L

と
い
わ
れ
る
米
穀
そ
の
も
の
の
飲
乏
肱
態
に
枇
曾
的
問
題
と
し
て
の
重
大
性
が

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
貼
に
は
特
に
証
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

地
主
|
佃
戸
開
係
と
一商
業

・
高
利
貸
責
木

糧
食
の
恒
常
的
な
飲
乏
朕
態
に
置
か
れ
て
い
た
一
隅
建
地
方
に
お
い
て
、
市
場
に
流
通
す
る
米
穀
は
き
わ
め
て
投
機
性
の
高
い
一
商
品
と
な
っ
て

、
h
-
o

h
L
V
+
ι
ド前

一章
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
の

乾
隆
二
七
年
(
一
七
六

(

川

出

)

食
賀
志
、
倉
儲
、
所
牧
の
、
乾
隆
二
四
1

二
五
年
(
一
七
五
九
|
六
O
V
の
一
幅
寧
府
知
府
、
李
抜
の
「
請
動
民

米
穀
の
生
産
・
消
費
に
閲
す
る
地
域
医
分
で
は
刷
に
一
該
嘗
す
る
一
踊
寧
府
に
つ
い
て
、

一
一
)
刊
『
一
幅
寧
府
志
』
巷



出
穀
卒
蝦
議
」
は
、
端
境
期
に
お
け
る
米
債
の
騰
貴
お
よ
び
米
穀
購
入
の
困
難
さ
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

判
蓋
し
、
縁
る
に
一
隅
寧
地
方
、
田
少
な
く
債
貧
し
。
貧
民
は
田
の
耕
す
可
き
も
の
無
く
、
惟
だ
富
戸
に
仰
給
し
、
傭
工
租
種
す
る
の
み
に

し
て
、
徐
粒
を
分
得
す
る
も
、
ぬ
同
お
ロ
を
翻
し
難
し
。
中
人
は
或
い
は
回
数
畝
よ
り
、
敷
十
畝
に
至
る
を
有
し
、
其
の
入
る
所
を
牧
む
る

も
、
亦
た
僅
か
に
日
食
を
敷
す
る
の
み
に
し
て
、
絵
穀
の
出
躍
有
る
こ
と
鮮
し
。
惟
だ
素
封
の
家
の
み
、
田
肝
陪
を
連
ね
、
牧
租
に
至
る

毎
に
、
多
き
は
敷
千
、
少
な
き
も
亦
た
数
百
に
し
て
、
家
計
優
裕
な
り
。
叉
た
緩
急
の
需
用
無
け
れ
ば
、
倉
箱
累
々
と
し
て
、
坐
し
て
長

物
を
擁
し
、
必
ず
や
青
寅
接
せ
ず
、
市
債
増
昂
す
る
を
侠
ち
て
、
始
め
て
米
舗
に
交
す
る
に
、
昔
耳
目
債
も
て
而
し
て
泊
る
。
も
し
欲
を
遂
げ

ざ
れ
ば
、
即
ち
に
閉
倉
を
行
な
い
、

一
た
び
凶
年
に
遇
う
も
、
頼
粒
も
出
す
無
く
、
坐
し
て
流
亡
を
覗
て
、
之
を
救
う
莫
け
れ
ば
な
り
。

良
に
側
側
す
可
し
。
制
夫
れ
外
郡
の
富
商
・
大
賀
、
穀
を
積
み
て
利
を
圃
り
、
盈
千
累
百
す
る
こ
と
、
亦
た
常
に
有
る
所
な
り
。
然
れ
ど

も
債
を
得
れ
ば
則
ち
買
り
、
而
し
て
利
を
失
う
も
亦
た
責
る
。
蓋
し
、
本
を
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
更
に
他
貿
を
鶏
し
、
久
積
す
る
能
わ
ざ

る
が
故
な
り
。
府
属
の
米
舗
の
若
き
は
、
関
闘
の
窮
民
に
し
て
、
微
貨
も
て
告
緩
し
、
蝿
頭
を
覚
む
る
を
翼
う
に
、
遁
ぎ
ず
。

:
:
:
村
是
れ

が
故
に
、
園
積
の
荷
買
に
在
る
は
、
其
の
害
出
問
お
浅
く
し
て
、
固
積
の
富
戸
に
在
る
は
、
其
の
害
更
に
深
し
。
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こ
こ
で
は
、

首
一
該
地
域
の
米
穀
問
題
が
、

す
な
わ
ち
、

地
主

ま
ず
的
地
主
|
佃
戸
関
係
の
展
開
と
の
関
連
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
「
富
戸
」
「
素
封
の
家
」
〉
は
佃
農
(
「
貧
民
じ
か
ら
牧
租
し
た
米
穀
を
「
園
積
」
し
、
端
境
期
の
米
債
騰
貴
を
目
論
ん
で
「
閉
倉
」
を
行
な
っ
て

お
り
、
そ
の
一
方
で
、
佃
農
は
糧
食
歓
乏
朕
態
(
「
口
を
倒
し
難
し
」
)
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
地
主
の
投
機
的
行
震
と
の
封
照
に

お
い
て
、
制
「
外
郡
富
一商
・
大
買
」
「
府
麗
米
舗
」
と
い
う
米
穀
商
人
が
本
質
的
に
は
「
久
積
」
行
篤
を
行
な
う
存
在
で
は
な
い
こ
と
が
論
じ

ら
れ
、
最
後
に
結
論
と
し
て
、
け
市
場
に
流
通
す
る
米
穀
の
減
少
お
よ
び
米
債
の
騰
貴
と
い
う
社
禽
問
題
が
、
基
本
的
に
は
地
主
の
「
園
積
L

行
箆
に
起
因
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
第
一
に
、
嘗
一
該
地
域
で
は
米
穀
の
一商
品
市
場
へ
の
投
入
が
も
っ
ぱ
ら
地
主

(

必

〉

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
嘗
地
の
米
穀
市
場
が
ま
さ
に
ク
地
主
的
市
場
。
と
し
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
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そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
、
端
境
期
の
地
主
に
よ
る
佃
農
へ
の
糧
食
貸
興
が
こ
の
時
期
に
は
も
は
や
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
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黙
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
明
末
清
初
の
段
階
に
、

一隅
建
の
地
主
l
佃
戸
関
係
が
そ
れ
以
前
の
「
業
佃
相
責
」

「
業
佃
倶
困
」
的
関
係
か
ら
抗
租
を
現
出
せ

(

必

)

し
め
る
開
係
へ
と
麗
質
し
て
い
た
貼
は
、
す
で
に
「
前
稿
」
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
主
1

佃
戸
関
係
の
襲
質
の
背

(

川

叫

)

地
主
が
生
産
の
現
場
か
ら
遊
離
し
て
城
居
化
す
る
と
い
う
朕
況
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

一
般
的
な
趨
勢
と
し
て
、

景
に
は
、

ま
た
、
佃
曲
演
の
再
生
産
を
完
結
せ
し
め
る
重
要
な
瑳
と
し
て
の
、
端
境
期
に
お
け
る
地
主
か
ら
佃
農

へ
の
糧
食
貸
輿
の
依
落
を
意
味
す
る
も
の

で
も
あ
っ
た
。

崇
積
年
聞
の
一
隅
州
農
村
社
禽
の
賦
況
を
描
い
た

周
之
襲
『
棄
草
文
集
』
巻
五
、

議、

「
積
穀
末
議
」
は
、

現
物
H
米
穀
の
佃
租
を
「
不

便
」
と
看
倣
し
て
佃
租
の
貨
幣
納
化
を
推
進
す
る
地
主
層
(
「
大
戸
」
)

の
考
え
に
射
し
て
、

著
者
H
周
之
要
が
逐

一
反
駁
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
が

そ
の
中
で
彼
は
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(
大
戸
|
引
用
者
)
護
耀
盟
に
遇
え
ば
本
を
魅
き
、
凶
に
遇
え
ば
繭
を
招
く
を
慮
る
。
夫
れ
豊
年
穀
の
用
い
る
所
無
き
と
謂
う
は
、
但
だ
有

粟
の
人
に
於
て
語
る
可
き
の
み
。
貧
農
に
至
り
て
は
、
則
ち
豊
・
凶
を
論
ず
る
無
く
、
未
だ
春
抄
に
も
及
ば
ざ
る
に
、
閉
儲
山
官
接
き
る
。

織
し
富
人
積
む
所
の
穀
、
異
に
催国
る
所
無
く
し
て
、

-初
め
て
其
の
放
生
取
息
を
禁
ぜ
ざ
れ
ば
、

一
に
以
て
活
農
し
、

一
に
以
て
自
利
す
る

な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
地
主
に
と
っ
て

佃
租
物
納
に
よ
る

今
世
相
穀
。
は
、

端
境
期
に
佃
農
(
「
貧
農
」
〉
の
飯
米
と
し
て
貸
輿
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
活
農
」
の
機
能
を
果
し
、
同
時
に
そ
れ
が
「
放
生
取
息
」
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
利
」
の
機
能
を
も
果
す
と
レ
う
よ
う
に
、

ま
さ
に
二
重
の
利
貼
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
首
該
地
域
の
現
貨
と
し
て
、
こ
の
史

料
か
ら
も
窺
い
得
る
よ
う
に
、
地
主
に
よ
る
佃
農
へ
の
糧
食
の
貸
輿
と
い
う
賦
況
は
も
は
や
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

の
依
落
を
補
填
す
る
存
在
と
し
て
、
明
末
以
降
の
農
村
社
舎
に
は
商
業

・
高
利
貸
資
本
が
登
場
し
、
佃
農
と
の
聞
に
緊
密
な
聞
係
を
形
成
し
て

(
日
制
)

い
く
の
で
あ
る
。



難
正
年
聞
の
建
寧
府
崇
安
蘇
で
は
、
「
土
豪
」
と
い
わ
れ
る
高
利
貸
資
本
が
佃
農
に
射
し
て
、
端
境
期
の
飯
米
と
農
業
経
営
の
生
産
資
金
と

を
貸
付
け
、
秋
の
牧
穫
時
に
は
債
本

・
利
息
と
も
に
米
穀
に
よ
る
取
立
て
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
「
土
豪
」
の
牧
債
と
地
主
の

牧
租
と
が
競
合
関
係
を
形
成
し
、
結
果
と
し
て
佃
農
の
地
主
に
劃
す
る
抗
租
と
い
う
事
態
が
現
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
土
豪
」
の

高
利
貸
活
動
は
、
他
方
で
は
、
消
費
都
市
一
隅
州
を
終
黙
と
す
る
米
穀
流
通
圏
の
起
黙
に
嘗
一
該
地
域
が
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貫
質
的
に
は

佃
農
に
射
し
て
生
産
資
金
を

b

，前
貸
少
し
、

そ
れ
を
よ
り
有
利
な
市
場
へ
輔
販
す
る
と
い

(
組
閣
)

ぅ
、
一
商
業
資
本
(
米
穀
商
人
)
と
し
て
の
経
済
活
動
の

一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
看
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。

秋
成
時
に
米
穀
を
濁
占
的
に
買
上
げ
る
と
共
に
、

崇
顧
年
聞
の
汀
州
府
清
流
蘇
に
は
、

(
円
引
〉

紹
介
し
た
史
料
で
あ
る
が
、

い
る
。

一
面
に
お
レ
て
、
こ
の
崇
安
蘇
と
類
似
し
た
賦
況
が
存
在
し
て
い
た
。

「
前
稿
」
に
お
い
て
部
分
的
に

康
照
四

一
年
(
一
七
O
二
)
刊
『
清
流
懸
志
』
巻
五
、

橋
梁
、

「
郵
公
橋
」
の
記
事
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

都
公
橋
、
銭
石
巡
司
の
前
に
在
り
、
今
も
存
す
。
按
ず
る
に
、
清
流
附
郭
の
米
石
、
僅
か
に
民
食
の
牢
年
に
し
て
、
上
流
は
則
ち
黄
鎖

・

烏
材
・
石
牛
諸
路
に
資
り
、
下
流
は
則
ち
玉
華

・
嵩
口
・
埠
埠
等
の
慮
に
責
り
、
以
て
之
を
盆
す
。
往
年
、
好
販
包
濯
し
て
、
洪
塘
に
載

下
し
、
以
て
洋
虹
に
済
し
、
高
債
を
貧
得
せ
り
。
叉
た
安
沙
の
賠

一一商
、
百
千
群
れ
を
成
し
、
青
苗
子
銭
を
放
ち
、
青
黄
甫
め
て
熟
す
る
時

に
嘗
り
て
、
即
ち
固
に
擦
り
て
分
割
し
、
先
に
嵩
口
に
子
て
紅
を
造
り
、
期
に
及
び
て
強
載
出
境
せ
り
。
巧
富
勢
族
、
其
の
責
躍
を
利
と
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し
多
く
之
が
縦
横
を
篤
し
、
以
て
丙
子
の
歳
の
大
畿
を
致
す
。
E
販
閉
濯
し
、
米
債
騰
請
し
て
、
激
獲
に
幾
し
。
都
公
法
を
設
け
て
賑
済

す
る
の
外
、
愛
に
申
ね
て
禁
筋
し
、
博
く
輿
論
を
採
り
、
鍛
石
磯
に
子
て
橋
を
建
て
、
以
て
下
流
の
米
頓
を
裁
ち
、
米
債
を
し
て
常
卒
せ

(

必

)

し
む
。
邑
民
安
堵
せ
り
。
之
に
題
し
て
都
公
橋
と
日
ぅ
。

清
流
鯨
は
恒
常
的
な
米
穀
不
足
の
朕
態
に
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

嘗
地
で
生
産
さ
れ
た
米
穀
は
一
商
業
資
本
〈
「
好
販
」
「
安
沙
賠
一
商
」
)
に
よ

っ

。681

よ
り
有
利
な
市
場

H
O他
境
。
|
|
一
幅
州
の
洪
塘
市
な
ど

l
l
へ
と
販
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
商
業
資
本
に
よ

る
、
事
貫
上
の
買
占
め
と
い
う
事
態
は
、

て
買
占
め
ら
れ
、

一
方
で
は
小
農
民
(
佃
農
)
に
封
L
て
生
産
資
金
(
「
青
苗
子
銭
」
)
を
貸
輿
し
、

牧
穫
時
に
米
穀
に
よ
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っ
て
債
本
・
利
息
を
取
立
て
る
と
い
う
、

の
貴
躍
を
利
と
し
、
多
く
之
が
縦
横
を
震
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
主
と
商
業
資
本
と
の
癒
着
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ク
問
屋
制
前
貸
。
的
な
形
態
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
「
巧
富
勢
族
、
其

特
に
地
主
と
一商
業
資
本
と
の
闘
係
に
つ
い
て
、
同
田
紳
士
山
、
巻
六
、
荒
政
、
に
は
、

(

品

目

)

其
れ
勲
富
債
を
利
と
し
、
一
家
半
年
の
食
を
留
め
て
、
除
は
牽
く
儲
を
傾
け
之
を
輿
う
。

と
あ
り
、

ま
た
、

奈
と
も
す
る
無
し
、

E
販
其
の
聞
に
蝉
脱
す
る
を
。
富
戸
は

一
分
を
貴
く
し
、
大
販
は
則
ち
分
牢
に
し
て
、
小
阪
は
則
ち
加
二
と
せ
り
。

(

印

)

寅
き
は
猶
お
言
う
可
き
な
り
。
米
向
お
本
境
に
在
る
を
以
て
、
縦
い
貴
き
も
、
飢
え
に
至
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

「
肱
ぎ
か
ら
一
商
業
資
本
へ
大
量
の
米
穀
ー
ー
ー
ま
さ
に
地
主

と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
流
鮮
の
米
債
騰
貴
現
象
は
、
主
と
し
て
、
地
主
〈
「
富
戸
」

が
佃
農
か
ら
租
穀
と
し
て
牧
奪
し
た
も
の
ー
ー
が
買
渡
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
雨
者
の
結
託
に
よ
っ
て
米
債
操
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
米
債
騰
貴
と
い
う
現
象
は
、
あ
く
ま
で
も
嘗
一
該
地
域
に
お
け
る
二
義
的
な
祉
禽
問
題
で
し
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嘗
一
該
地
域
の
第
一
義
的
な
問
題
は
、
米
穀
が
「
本
境
」
に
存
在
す
る
か
否
か
、
と
い
う
貼
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

- 48ー

先
の
「
都
公
橋
」
の
記
事
か
ら
も
窺
え
る
、
米
穀
が
出
境
さ
え
し
な
け
れ
ば
飢
謹
に
は
至
ら
な
い
、

と
い
う
認
識
に
こ
そ
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

日

)

清
流
腕
肺
の
場
合
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
丙
子
」
H
崇
頑
九
年

〈一ムハ
三
六
)
に
捨
米
暴
動
が
勃
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
事
件
を
牧
拾
し
た

知
将
都
府
雌
稲
は
餓
石
磯
に
浮
橋
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
主

・
商
業
資
本
に
よ
る
米
穀
の
他
境
へ
の
搬
出
そ
の
も
の
の
防
止
を
企
圃
し

ま
さ
に
、
米
穀
が
「
本
境
に
在
る
」
と
い
う
朕
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
、

た
の
で
あ
っ
た
。

地
方
官
〈
知
鯨
)
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



五

抗
租
と
阻
米
|
|
む
す
び
に
か
与
え
て
|
|

以
上
の
よ
う
に
、
明
末
の
汀
州
府
清
流
蘇
で
は
、
米
穀
問
題
が
米
債
の
騰
貧
で
は
な
く
、
米
穀
を
「
本
境
」
内
に
確
保
し
得
る
か
否
か
、
と

い
う
貼
に
存
在
し
て
い
た
が
、
同
様
に
、
沿
海
の
泉
・
湾
雨
府
に
お
い
て
も
、

「
米
貴
を
患
え
ず
、

只
だ
無
米
を
患
う
る
の
み
」
と
い
わ
れ
る

朕
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
末
の
一
踊
州
府
長
祭
鯨
の
紋
況
に
つ
い
て
、
崇
頑
一
四
年
(
一
六
四

一
)
刊
『
長
楽
豚
志
』
巷
一
一
、
叢
談
誌
、

-j」今
i
h

、

b
g
t
 

長
色
、
山
多
く
田
少
な
し
。
放
に
田
穀
の
入
る
所
、
邑
人
の
食
に
給
せ
ず
、
毎
に
延
・
建
諸
郡
よ
り
仰
ぐ
。
:
:
:
然
れ
ど
も
長
邑
の
回
、

一
歳
再
熟
に
し
て
、
晩
禾
の
得
る
所
、
貫
に
前
に
は
如
か
ず
と
難
も
、
佃
戸
は
皆
資
り
て
以
て
自
給
す
。
若
し
穀
出
境
せ
ざ
れ
ば
、
亦
た

略
ぼ
食
を
贈
す
に
足
ら
ん
。
且
つ
変
・
豆
・
番
薯
の
属
も
、
叉
た
以
て
穀
食
の
及
ば
ざ
る
を
佐
く
る
に
足
ら
ん
。
惟
だ
好
民
怒
意
に
外
販

し
、
水
は
則
ち
馬
江
・
洋
門
よ
り
聞
鯨
に
聞
出
し
、
陸
は
則
ち
庇
田
よ
り
一
幅
清
に
運
入
し
、
市
し
て
穀
乃
ち
耗
渇
す
る
の
み
。
是
れ
巌
禁
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す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
民
食
足
る
に
篠
無
き
な
り
。

と
い
う
記
載
が
存
在
す
る
。
嘗
一該
地
域
で
は
稲
の
二
期
作
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
姿
・
豆
・
甘
薯
の
栽
培
も
あ
っ
て
、
佃
農
に
と
っ
て
は

飯
米
自
給
の
可
能
性
が
聞
け
て
い
た
。
但
し
、
そ
れ
は
「
若
し
穀
出
境
せ
ざ
れ
ば
、
亦
た
略
ぼ
食
を
贈
す
に
足
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く

ま
で
も
米
穀
が
ク
他
境
。
へ
販
出
き
れ
な
い
こ
と
|
l
l
現
買
に
は
闘
懸
・
一
幅
清
鯨
に
販
出
さ
れ
て
い
る
ー
ー
を
前
提
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

佃
農
は
、
一
方
で
は
佃
租
リ
米
穀
を
地
主
に
牧
奪
さ
れ
、
他
方
で
は
そ
の
米
穀
を
飯
米
と
し
て
購
入
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
米
穀
を

嘗
一
該
地
域
内
に
確
保
す
る
こ
と
は
、
佃
農
の
再
生
産
が
完
結
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

泉
州
府
安
漠
鯨
の
朕
況
を
述
べ
た
、

683 

『
安
濃
隅
紳
士
ル
』
巻
四
、
風
俗
人
物
志
一
、

七
)
刊
『
安
濃
懸
志
』
巻
四
、
風
土
、
の
記
事
で
あ
る
。

貢
俗
、

時
期
的
に
異
な
る
二
つ
の
史
料
に
在
日
し
た
い
。

(

臼

〉

の
、
高
暦
年
聞
の
何
喬
遠
に
よ
る
記
事
で
あ
り
、

ひ
と
つ
は

ω康
照
一
二
年
(
一
六
七
二
一
〉
刊

い
ま
ひ
と
つ
は
凶
乾
隆
二
二
年
(
一
七
五
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水
舟
す
可
き
な
り
。
民
聞
に
固
有
る
も
、
悉
く
郡
大
家
の
手
に
入
り
、
粟
を
載
せ
て
郡
に
入
り
て
、
民
間
の

(

臼

)

米
粟
、
此
れ
を
以
て
佃
種
の
家
に
充
て
ず
。

ω懸
よ
り
郡
城
に
至
る
に
、

ω惟
だ
民
聞
の
田
畝
、
向
て
悉
く
郡
の
宮
家
の
手
に
入
る
の
み
。
比
束
、
倶
に
本
地
の
有
力
者
に
蹄
し
、
粟
郡
に
入
ら
ず
し
て
、
民
食
梢

や
野
た
り
。
此
れ
則
ち
較
や
前
よ
り
勝
る
の
み
。

ω首
問
暦
年
聞
に
は
、
安
渓
鯨
の
土
地
が
泉
州
府
城
に
居
住
す
る
郷
紳
地
主
(
「
大
家
」

「
富
家
」
)
に
よ
っ
て
集
積
・
所
有
さ
れ
、
嘗
地
の
米
穀

は
ま
さ
に
佃
租
と
し
て
府
城
へ
運
ば
れ
て
い
た
。

従
っ
て

安
渓
懸
で
は
米
穀
そ
の
も
の
が
不
足
し
、

佃
農
(
「
佃
種
の
家
」)
に
と
っ
て
も
飯

米
の
依
如
と
い
う
事
態
が
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ω乾
隆
年
聞
に
至
っ
て
、

か
つ
て
府
城
の
郷
紳
に
集
積
さ
れ
て
い
た
安
渓

の
土
地
が
地
元
の
地
主
(
「
有
力
者
」)
の
手
中
に
戻
り
、
嘗
地
の
糧
食
問
題
は
少
し
く
緩
和
さ
れ
た
(
「
民
食
檎
や
鋒
た
り
」)
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
明
末
の
段
階
に
お
け
る
地
主
の
城
居
化
|
|
こ
こ
で
は
府
城
に
居
住
1

i
お
よ
び
生
産
の
現
場
か
ら
の
遊
離
と
い
う
朕
況
の
も
と
で
、

明
末
清
初
期
の
一
幅
建
で
は
、
一
商
品
作
物
の
栽
培
を
中
心
と
す
る
一
商
品
生
産
の
展
開
、

米
穀
の
生
産
・
流
通
構
造
の
特
異
性
、

地
主
の
城
居

- 50ー

地
主
に
よ
る
佃
租
の
枚
奪
は
、
佃
農
の
居
住
す
る
地
域
内
に
お
け
る
米
穀
の
紋
乏
と
い
う
事
態
に
直
接
的
に
連
関
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

化
の
進
展
お
よ
び
佃
農
の
一
商
品
生
産
に
と
も
な
う
地
主
1

佃
戸
関
係
の
嬰
質
1

1

「業
佃
相
資
」
的
関
係
か
ら
雨
者
の
聞
の
稀
薄
な
関
係
へ

|
|
、
農
村
祉
舎
へ
の
一
商
業

・
高
利
貸
資
本
の
浸
透
お
よ
び
彼
ら
と
小
農
民
(
佃
農
〉
と
の
聞
の
経
済
的
な
支
配
H
隷
廃
関
係
の
成
立
、
さ
ら

に
は
ク
地
主
的
市
場
タ
と
し
て
の
米
穀
流
通
市
場
を
前
提
と
し
た
地
主

・
商
業
資
本
に
よ
る
米
穀
の
今
他
境
。
へ
の
販
出
と
。
本
境
。
に
お
け

る
米
穀
不
足
等
、

る
。
嘗
一
読
時
期
の
抗
租
は
、
佃
農
が
自
ら
の
州
労
働
生
産
物
、
或
い
は
再
生
産
に
お
け
る
飯
米
部
分
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の
米
穀
を
、
自
ら

(

臼

)

ク
本
境
ψ

内
に
確
保
す
る
た
め
の
闘
い
と
し
て
の
側
面
を
も
内
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

様
々
な
要
素
が
有
機
的
に
絡
み
合
っ
た
吠
況
の
も
と
で

佃
農
の
地
主
に
射
す
る
抗
租
は
贋
汎
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ

居
住
す
る

す
な
わ
ち
、

一隅
建
に
お
い
て

は
、
地
主
の
佃
租
牧
奪
に
と
も
な
う
米
穀
の
。
他
境
。
へ
の
流
出
、

な
い
し
は
地
主

・
一
商
業
資
本
の
結
託
に
よ
る
よ
り
有
利
な
市
場
へ
の
米
穀

の
販
出
を
、
佃
農
は
抗
租
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
阻
止
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
抗
租
闘
争
は
ま
さ
に
阻
米
闘
争
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
も
の
で



(
日
)
(
補
註
)

あ
っ
た
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
明
清
鼎
革
期
の
汀
州
府
清
流
鯨
で
は
、

『
思
文
大
紀
』
巻
五
、
隆
武
二
年
(
一
六
四
六
)
二
月
の
僚
に
、

清
流
鯨
、
主
・
佃
混
争
す
る
に
因
り
て
、
緊
衆
激
費
す
。
懸
官
散
を
識
し
、
魚
に
租
斗
を
定
む
。

(

白

山

)

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
主
1

佃
戸
関
係
の
矛
盾
の
顕
在
化
は
。
抗
租
反

a
oと
し
て
現
出
し
て
い
た
が
、
首
地
の
佃
農
に
よ
る
地
主
の

こ
の
ク
抗
租
反
乱
ψ

(

貯

)

が
、
如
何
に
多
く
の
米
穀
を
佃
農
の
側
に
確
保
す
る
か
、
と
い
う
課
題
(
阻
米
的
な
も
の
)
を
も
捨
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

牧
租
耕
(
「
租
斗
」
)
に
焦
黙
を
あ
て
た
闘
争
を
、

既
述
の
清
流
蘇
に
お
け
る
米
穀
事
情
と
の
関
連
に
お
レ
て
見
る
と
き
、

以
上
の
抗
租
と
阻
米
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
知
見
は
、
一
幅
建
の
特
殊
な
枇
曾
的
経
済
的
朕
況
の
分
析
の
中
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
推
論
で
あ

り
、
今
後
の
史
料
捜
集
に
よ
る
賞
誼
的
な
裏
付
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
繭
建
と
は
柳
か
事
情
は
異
な
る
も
の
の
、
全
園
的
な
米
穀
市
場
を
背
景
に
も
つ
邦
省
H
江
西
の
抗
租
に
闘
し
て
、
次
の
よ
う
な
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二
つ
の
注
目
す
べ
き
史
料
が
存
在
す
る
。
制
薙
正
一
一
年
|
乾
隆
二
年
(
一
七
一
一
一
一
一
一
|
三
七
)
の
南
江
穂
督
、
越
弘
恩
の
『
玉
華
堂
集
』
南
江
一不

稿
、
「
潟
巌
禁
固
積
高
撞
、
阻
運
租
穀
、
以
済
民
食
事
」
お
よ
び
削
乾
隆
六
l
八
年
(
一
七
四
一
|
四
一
一
一
)
の
江
西
巡
撫
、
陳
弘
謀
の
『
屠
遠
堂

偶
存
稿
』
文
徴
、
巻
一
五
、
江
西
巡
撫
任
、
「
筒
禁
阻
米
軍
買
悪
習
徴
」
乾
隆
七
年
(
一
七
四
二
)
一
二
月
、
の
記
事
で
あ
る
。

同
甚
し
き
は
各
慮
の
佃
戸
、
比
比
致
尤
し
、
濁
に
租
穀
を
施
欠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
抑
も
且
つ
黛
を
結
び
て
郷
禁
し
、
田
主
の
租
穀
を
将

て
、
勤
し
て
本
圧
に
て
耀
貰
せ
し
め
る
に
至
り
、

以
て
産
を
置
い
賦
を
験
す
る
の
家
、

反
っ
て
糧
有
る
も
租
無
き
の
紫
を
受
く
る
を
致

す
。ω初

め
各
省
米
貴
く
、
採
買
甚
だ
多
き
を
聞
き
、
以
篤
え
ら
く
、
勝
来
の
米
穀
、
自
ず
か
ら
必
ず
や
日
々
に
昂
く
、
此
れ
に
因
り
て
肯
て

出
擢
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
亦
た
貧
民
、
米
貴
に
藷
り
て
名
と
信
用
し
、
富
戸
を
匝
揚
し
、
買
穀
を
許
さ
ざ
る
有
り
。
或
い
は
郷
村
の
穀
、
入

此
の
郷
の
穀
、
彼
の
郷
に
責
る
を
許
さ
ず
。

或
い
は
沿
途
客
米
を
繍
阻
し
、
出
境
を
許
さ
ず
。
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城
を
許
さ
ず
。

更
に
田
主
の
租
穀
を
勝
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(

臼

)

て
、
入
城
を
許
さ
ず
。
遂
に
米
穀
の
市
に
上
る
者
少
な
く
、
本
地
の
有
無
相
通
ず
る
能
わ
ず
。
債
値
益
々
貴
き
を
見
ゆ
。

ま
さ
に
、
抗
租
と
阻
米
と
の
密
接
な
関
連
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
各
々
の
背
景
と
す
る
米
穀
の
生
産

・
流
通
構
造
は
異
な
る
も
の
の
、

江
西
に
確
認
し
た
抗
租
H
阻
米
闘
争
の
存
在
は
、
明
末
清
初
期
の
一
隅
建
の
農
村
社
曾
に
も
見
出
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註(

1

)

小
山
正
明
「
明
末
清
初
の
大
土
地
所
有
|
|
と
く
に
江
南
デ

ル
タ
地

州
帽
を
中
心
と
し
て
l

|
(一一)」

『史
皐
雑
誌
』
六
七
編
一
放
、
一
九
五

八
年
。
田
中
正
俊
「
民
雛
・
抗
租
奴
幾
」
『
世
界
の
歴
史
』

孔

〈
ゆ
ら

く
中
華
脅
園
〉
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
一
年
。
ま
た
、
森
正
夫
「
抗
租
」

谷
川
道
雄

・
森
正
夫
編

『中
園
民
衆
叛
乱
史
』
4

〈
明
末
J
清
E
〉
、

卒
凡
社
、

一
九
八
三
年
、
参
照
。

(
2
〉
「
前
稿
」
一
九
l
一
一一

一員
、
参
照
。

〈
3
)

一
踊
建
の
抗
租
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
代
前
期
福
建
の
抗
租
と
図
家

椛
力
」

『
史
接
雑
誌
』
九
一
編
八
鋭
、
一
九
八
二
年
、
お
よ
び
問
、
五

九
頁
、
註
(
日
)
に
提
示
し
た
諸
研
究
、
参
照
。

(

4

)

一脂建
一一
商
品
の
流
通
欣
況
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
重
男
「
明
代
海
外
私

貿
易
の
歴
史
的
背
景
1
1
一
繭
建
省
を
中
心
と
し
て
|
|
」

『史
皐
雑
誌
』

六
二
編
一
抗
、

一
九
五
三
年
。
藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
(
一
)
」

『
東
洋
間
学
級
』
一
一
一
六
巻
一
一
腕
、

一
九
五
三
年
。
香
坂
昌
紀
「
清
代
前
期

の
沿
岸
貿
易
に
闘
す
る
一
考
察
|
|
特
に
潅
正
年
開

・
福
建
l
天
津
閉

に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
|
|
」
『
文
化
』

三
五
巻
一
・
二
鋭
、

一
九
七

一
年
。
郭
松
義
「
清
代
圏
内
的
海
運
貿
易
」
『
清
史
論
叢
』
四

時、

一
九
八
二
年
。
松
浦
章
「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て

|
|
帆
船
と
一商
品
流
通
|
|
」
小
野
和
子
編

『
明
清
時
代
の
政
治
と
枇

曾
』
京
都
大
息
人
文
科
曲
学
研
究
所
、
一
九
八
三
年
。
宮
国
道
昭
「
一
九

世
紀
後
牢
期
、
中
園
沿
岸
部
の
市
場
構
造
|
l
l
『牢
植
民
地
化
』
に
関

す
る
一

一
蹴
黙
|
|
」
『
歴
史
皐
研
究
』
五
五

O
鋭、

一
九
八
六
年
、

等
、
参
照
。

(

5

)

宮
田
、
前
掲
「

一
九
世
紀
後
中
十
期
、
中
園
沿
患
部
の
市
場
構
造
」
六

頁。

(

6

)

弘
治

『
八
闘
通
志
』
巻
二
五
、
食
貨
、
土
産
、

一満
州
府
。
佐
伯
有
一

「
明
代
匠
役
制
の
崩
壇
と
都
市
絹
織
物
業
流
通
市
場
の
展
開
」
『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』

一
O
朋、

一
九
五
六
年
、
三
八
三
頁
、
参
照
。

(

7

)

藤
井
、
前
掲
「
新
安
一商
人
の
研
究
ハ
一
)
」
二
八

l
二
九
頁
、
お
よ
び

佐
伯
、
前
掲
「
明
代
匠
役
制
の
尉
填
と
都
市
絹
織
物
業
流
通
市
場
の
展

開
」
一
ニ
八
三
|
三
八
六
頁
、
参
照
。
た
だ
し
、
一
漏
建
の
絹
織
物
は
品

質

・
債
格
の
面
で
と
う
て
い
江
南
の
そ
れ
に
は
及
ば
ず
、
も
つ
ば
ら
海

外
市
場
を
存
立
の
僚
件
と
し
て
い
た
(
佐
伯
論
文
、
三
八
五
1

三
八
六

頁)。

〈
8
)

西
嶋
定
生
「
中
園
初
期
棉
業
市
場
の
考
察
」
一
九
四
七
年
、
同

『中

園
経
済
史
研
究
』
東
京
大
拳
出
版
舎
、

一
九
六
六
年
、
八
八

O

八
八

二
具
。
以
下
、
註
で
提
示
す
る
論
文
が
再
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
原
設

表
年
の
み
を
記
し
、
原
載
雑
誌
名
等
は
省
略
す
る
。
な
お
、
引
用
頁
は

- 52ー
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再
録
の
方
に
よ
る
。

(

9

)

西
嶋
、
前
註
論
文
、
八
八
二
一員。

(
日
)
ま
た
汀
州
府
の
乾
隆
二
二
年
(
一
七
五
七
)
刊

『
永
定
勝
志
』
巻

て
封
域
志
、
土
産
、
通
有
者
、
畑
、
に
は
、

即
淡
芭
菰
。
・
:
・
:
但
貨
於
江
西
・
庚
東
、

多
幣
米
・
布
・
綿
・

苧
之

類
、
回
邑
給
用
。
是
是
利
也
。

と
あ
り
、
煙
草
の
江
西
・
庚
東
南
省
へ
の
移
出
に
製
し
て
米
穀
・
綿
布

等
が
移
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)

一
騎
建
の
商
品
作
物
栽
培
に
つ

い
て
は
、
藤
井
、
前
掲
「
新
安
商
人
の

研
究
(
一
)
」
。
前
田
勝
太
郎
「
明
清
の
一
服
建
に
お
け
る
農
家
副
業
」
『
鈴
木

俊
教
授
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
同
記
念
舎
、
一
九
六
四
年

o
F
3
r
r

出
ω

J

K

同
旬
、
常
父
宮
、
た
の
』
H
A
S
hぬ
お
お
札

HF町
、
2
g
aミ
同
町
。
き
遣
い
可

。¥'
m
v
R
H
M
W
(
U
F
S
F
E
ω
『

S『
《

H
C
・
p
・。
ω
ヨ
『
ユ
nr叫
P

S
芯・

等、

参
照
。

(
ロ
)
戴
園
煉
『
中
園
甘
庶
縮
業
の
展
開
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六

七
年
、
二
六

・
三
八
|
四
一
頁
。

(
日
〉
現
在
に
お
い
て
も
、
一
漏
建
の
甘
煎
栽
培
は
首
該
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
陳
及
森
『
一一崎
建
経
済
地
理
』
一
描
建
科
皐
技
術
出
版
社
(
踊
州
)
、

一

九
八
四
年
、
一
四
九
頁
、
お
よ
び
一
五

O
頁
の
コ
踊
建
甘
照
産
量
分
布

闘
」
参
照
。

(

M

)

陳
慾
仁
『
泉
南
雑
士
山
』
巻
上
。

(
日
)
康
煎
『
湾
州
府
士
山
』
巻
二
六
、
民
風
、
衣
食
、
の
本
文
所
引
箇
所
の

直
前
に
見
え
る
。

(
時
)
煩
草
の
中
園
へ
の
惇
来
の
時
期
お
よ
び
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
回

尻
利
「
清
代
タ
パ
コ
研
究
史
究
書
」
「
近
き
に
在
り
て
』
八
誠
、
一
九

八
五
年
、
一
一
一
一
一
五
頁
、
参
照
。

(
門
U

)

例
え
ば
、
乾
隆
年
閲
の
闘
懸
の
人
、
郭
起
元
の
『
介
石
堂
集
』
古

文
、
巻
八
、
書
、
「
上
大
中
丞
周
夫
子
書
」
に
は
、

闘
地
二
千
徐
里
、
原
隠
鏡
沃
、
山
固
有
泉
滋
満
、
カ
耕
之
原
足
給
全

闘
之
食
。
無
如
始
闘
地
者
、
多
植
茶
蝋

・
麻
苧
・
藍
旋
・
糖
煎

・
離

支

・
柑
橘
・
育
子
・
常
勤
奴
之
属
、
耗
地
也
三
之
一
。
其
物
猶
足
供
食

用
也
。
今
則
煙
草
之
植
、
耗
地
十
之
六
七
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
m
u

天
野
元
之
助
「
清
代
の
農
業
と
そ
の
構
造
ハ
一
)
」
『
ア
ジ
ア
研
究
』

三
谷
一
一
鋭
、
一
九
五
六
年
、
二
四
七
頁
。

(
凶
)
例
え
ば
、
康
照
『
龍
巌
蘇
士
官
轡
二
、
封
域
志
、
土
産
、
貨
之
属
、

煙
、
に
は
、

用
力
視
転
存
加
勤
、
糞
獄
加
禾
稼
数
倍
。

と
あ
る
。
ま
た
、
天
野
、
前
掲
「
清
代
の
農
業
と
そ
の
構
造
ハ
一
ど
一
一

四
六

l
二
四
七
頁
、
お
よ
び
停
衣
凌
「
清
代
農
業
資
本
主
義
萌
芽
問
題

的
一
個
探
索
」
一
九
七
七
年
、
同
『
明
清
祉
舎
経
済
史
論
文
集
』
人
民

出
版
社
(
北
京
)
、
一
九
八
二
年
、
一
五

O
l
一
五
二
頁
、
参
照
。

(
鉛
)
「
前
稿
」
四
四
頁
、
註
(
幻
〉
、
参
照
。

(
幻
)
以
下
、
本
文
で
引
用
す
る
史
料
が
わ
が
園
に
現
存
し
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
原
文
を
註
に
お
い
て
提
示
す
る
。

〔
原
文
〕
汀
嵐
八
邑
、
僻
慮
深
山
、
本
無
沃
野
卒
原
、
議
係
層
鰍
山
品
質

降
。
所
有
国
土
、
即
使
霊
栽
稲
穀
、
不
足
民
間
日
給
、
而
所
需
食

米
、
学
資
江
西
援
措
開
。
是
以
山
僻
村
農
、
惟
知
耕
転
稼
稲
、
従
無
種

煽
網
利
之
徒
。
自
康
照
三
十
四
・
五
年
関
、
海
民
流
寓
於
汀
州
、
途

以
種
煩
居
同
業
。
因
其
所
獲
之
利
息
、
数
倍
於
稼
稿
、
汀
民
亦
皆
殺

- 53ー
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い
ん
。
遜
年
以
来
、
八
邑
之
膏
映
田
士
、
種
煙
者
十
居
三
・
四
。
彼
径

煙
者
、
止
知
園
利
以
肥
私
、
而
有
国
者
、
亦
惟
租
多
信
用
勝
算。

殊
不

知
八
邑
通
計
、
毎
年
少
政
米
穀
、
不
下
百
徐
高
石
、
且
樋
煙
之
人
、

叉
必
買
殺
以
償
租
、
而
窮
民
之
食
米
、
盆
致
不
敷
会
。
如
木
年
四
・

五
月
開
、

市円
資
不
援
之
時
、
一
通
値
江
西
遁
鋼
、
本
地
都
府殺
可
賀
、
閣
郡

生
勉
、
倣
嚇
待
崎
、
以
致
米
債
倍
増
、
氏
情
憧
惑
者
、
職
此
故
也
。

(幻〉

安
-部
隆
夫

「米
穀
弔
問
給
の
研
究

l
i
『
雅
正
史
』
の
一
章
と
し
て
み

た
|
|
」

一
九
五
七
年
、
同
『
清
代
史
の
研
究
』
創
文
社
、

一
九
七

一

年
、
四
二
四
|
四
三
二
頁
お
よ
び
四
八
三
頁
。

(
お
)
高
暦
四
一
年
(
一
六
二
二
)
刊

『一
騎
州
府
志
』
巻
七
五
、
雑
事
志

四
、
時
事
、
蔦
暦
三
六
年
三
六
O
八
)
五
月
の
僚
に
は

「
大
儀
」
と

し
て
、時

連
年
荒
皐
。
巡
傑
徐
公
準
家
、
給
引
招
商
、
勝
其
輿
版
。
於
是
一商

貰
縛
運
、
鱗
集
江
干
、
殺
債
雄
騰
、
民
鮮
機
色
。
故
江
准
・
蘇
松
之

米
、
浮
海
入
閥
、
自
徐
公
始
也
。

と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
江
南
か
ら
の
米
穀
移
入
は
蔦
暦
三
六
年
に
始
ま

っ
た
と
い
う
。

(

M

)

安
部
、
前
掲

「米
穀
需
給
の
研
究
」
五

一
O
|
五

一一一
氏
、
お
よ
び

則
松
彰
文

「帯
地
正
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
と
米
債
努
動
i
l
j蘇
州
と
一幅

挫
の
連
闘
を
中
心
と
し
て

i
l」
『
九
州
大
曲
学
東
洋
史
論
集
』
一

四

挽、

一
九
八
五
年
、

三
ハ六

一
六
八、

一
七
四

l
一
七
五
頁
、
参

照
。
ま
た
、

2
5
P
Z・
ω・

1
-ハ
E
E
-
-
N・
p
・〉
h
R
A
F
-
3
h

』
州
民
円
、
ミ
司
ぎ
;
ミ
守
色
町
、
Z
N円
句
言
、
宮
守
5
3
5ミ-

Z
R〈
曲

三

C
-
-
y
-
の
白
日
『
『
E
m
o
a口
内
田
「
。
ロ
ι
o
p
H喧
斗
印
・

3

S
i

s-
参
照
。

へ
お
)
落
語
問
米
移
入
の
増
大
に
と
も
な

っ
て
、
こ
の
時
期
、
従
来
の
朕
況
と

は
逆
に
泉
・
海
地
方
か
ら
庚
東
の
潮
州
方
面
へ
の
米
穀
移
出
と
い
う
現

象
が
起
っ
て
い
た
(
則
松
、
前
註
論
文
、
二
ハ
九
|
一

七
O
頁
)
。

(
お
)
藤
井
、
前
掲

「
新
安
一商
人
の
研
究
(
こ
」
一一一一

一具
、
安
部
、
前
掲

「米
穀
需
給
の
研
究
L

五
一
九
|
五
三
O
頁
、
補
註
(
叩
)
、
お
よ
び
侍

女
凌
「
清
代
前
期
屡
門
洋
行
」
同

『
明
清
時
代
商
人
及
一
商
業
資
本
』
人

民
出
版
社
(
北
京
〉
、

一
九
五
六
年
。
二
O
三
1

二
O
四
頁
、
参
照
。

ま
た
、
『
歴
史
槍
案
』
一
九
八
五
年
三
期
、
所
牧
の
中
圏
第

一
歴
史
楢

案
館
編
「
乾
隆
年
間
由
泰
闘
準
口
大
米
史
料
選
」
お
よ
び
李
鵬
年
「
略

論
乾
隆
年
開
従
遅
羅
運
米
進
口
」
参
照
。

(
幻
)
南
肇
・
洪
塘
に
つ
い
て
は
、
「
前
稿
」
四
六
頁
、
註
(
九
)
、
参
照
。

(
お
)
本
文
|
五
、
所
引
の
崇
禎
一
四
年
(
一
六
四
一
)
刊

『長地荒田紳
士山』

径

二

、
叢
談
誌
、
参
照
。

(

m

)

『
闘
政
領
要
』
各
中
、
「
歳
産
米
穀
」
に、

至
興
化
府
属
之
南
田
・
仙
遊
二
豚
、
田
土
較
湾
・
泉
、
精
気
肥
映
。

:
:
除
木
地
民
食
外
、
向
可
援
措
問
E

日
・
惑
糾
封
。

と
あ
る
。

(
ぬ
)
ま
た
、
端
境
期
の
状
況
と
関
連
し
て
、
王
倒
庵
「
臨
汀
考
言
』
巻

一

七
、
激
一示
、
「
禁
米
牙
・
庖
家、
通
同
好
販
細
胞
米
出
境
」
に
は
、

照
得
、
汀
属
地
方
、
原
不
出
産
米
穀
、
所
藷
江
西
運
販
、
以
資
民
関

口
食
。
前
因
天
雨
連
綿
、
青
黄
不
援
、
白
戦
州
而
運
至
汀
城
之
米
客

無
幾
、
出
汀
城
而
綴
往
零
省
之
好
販
甚
多
。
計
其
所
入
、
不
敷
所

出。

と
見
え
る
。

(
引
〉
註
(
叩
)
参
照
。
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(
沼
)
水
野
正
明
「
『
新
安
原
板
士
一商
類
要
』
に
つ
い
て
」
『
東
方
皐
』
六

O

橋
、
一
九
八

O
年
、
参
照
。

(
お
)
天
野
元
之
助
「
明
代
農
業
の
展
開
」
『
祉
舎
経
済
史
皐
』
一
一
一
一
一
巻

五
・
六
抗
、
一
九
五
八
年
、
二
七
頁
。

(
引
品
)
首
門
暦
『
泉
州
府
志
』
巻
三
、
輿
地
志
下
、
物
産
、
競
之
属
、
番
薯
、

比
土
薯
、
省
力
而
獲
多
。
貧
者
頼
以
充
腹
。

と
あ
る
。

(
お
)
乾
隆
二

O
年
(
一
七
五
五
〉
刊
『
青
田
豚
志
』
巻
二
、
輿
地
志
、
物

産
、
穀
類
、
番
薯
。
乾
隆
二
七
年
(
一
七
六
二
)
刊
『
一
稲
寧
府
志
』
巻

一
二
、
食
貨
士
山
、
物
産
、
競
、
番
薯
。

(
お
)
〔
原
文
〕
按
、
番
薯
非
穀
類
也
。
但
同
邑
循
地
皆
種
、
比
戸
皆
食
。

且
以
此
物
之
盛
衰
、
卜
年
歳
之
盟
数
。
利
薄
而
用
宏
。
幾
輿
五
穀
並

重。

(
幻
)
例
え
ば
、
乾
隆
三
五
年
(
一
七
七

O
)
刊
『
都
武
府
志
』
巻
六
、
物

産
、
疏
之
属
、
番
薯
、
に
、

向
産
一
繭
州
・
輿
化
、
今
郡
中
庚
種
之
。

と
あ
る
。

(
叩
己
天
野
、
前
掲
「
清
代
の
農
業
と
そ
の
構
造
(
一
ど
二
五
五
頁
、
参

昭…
。

(
m
u

本
文
は
じ
め
に
、
所
引
の
道
光

『
永
安
感
士
山
』
巻
九
、
風
俗
志
、

祭
事
、
の
記
事
を
見
ょ
。

(
州
制

)
D
-
H
・バ

l
キ
ン
ズ
氏
は
、
甘
薯
の
栽
培
面
積
が
中
圏
全
健
で
は

今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
急
速
に
擦
大
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
甘

薯
に
は
依
然
と
し
て
救
荒
作
物
的
側
面
が
強
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に

中
園
人
に
と
っ
て
そ
の
風
味
が
糧
食
と
し
て
の
限
界
性
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

-Jwユ巳口臼・

0
・
z--h旬
、

RRNEw-ah

b
g内向。、ヨ
S
H
肘
誌
の
と
詰
白
出
怠
|
』

UE-
〉

55-uEr--回
E
口問

。og唱
曲
ロ
ア
門

UEn曲
問
0

・
5品川
Y

司
・
品
mw

・

〈
川
叫
)
乾
隆
『
一
滴
寧
府
志
』
巻
一
五
、
秩
官
志
、
園
朝
、
一
繭
寧
府
知
府
。

(
必
)
湖
南
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
重
田
徳
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
米
市

場
の
一
考
察
」
一
九
五
六
年
、
同
『
清
代
社
曾
経
済
史
研
究
』
岩
波
書

広
、
一
九
七
五
年
、
参
照
。

(
必
)
「
前
稿
」
七
頁
。

(

H

ご
一
踊
建
の
吠
況
に
つ
い
て
は
、
得
衣
凌
「
明
清
時
代
一
幅
建
佃
農
風
潮
考

護
」
一
九
四
四
年
、
同
『
明
清
農
村
社
曾
経
済
』
生
活
・
讃
書

・
新
知

三
聯
書
庖
(
北
京
)
、
一
九
六

一
年
、
二
ハ
九
頁
、
お
よ
び
同
「
明
清

之
際
的
。
奴
襲
。
和
佃
農
解
放
運
動
|
|
以
長
江
中
下
滋
及
東
南
沿
海

地
匡
震
中
心
的
一
個
研
究
|
|
」
同
前
、
七
五
|
七
六
頁
、
参
照
。

(
必
)
周
之
婆
『
棄
草
文
集
』
巻
五
、
議
、
「
庚
積
穀
以
固
関
圏
議
」
。
「
前

稿
」
五
・
三
二
頁
、
参
照
。

(
必
)
「
前
稿
」
一
一
七
|
二
八
・
一
一
一
一
一
ー
ー
一
二
六
頁
。
な
お
、
甘
熊
栽
稽
農
民

に
射
す
る
商
業
資
本
の
。
問
屋
制
前
貸
。
的
生
産
支
配
の
事
例
と
し
て

は
、
民
園
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
東
亜
同
文
禽
『
支
那
省
別
全
誌
』
一

四
巻
、
一
繭
建
省
、
同
舎
、
一
九
二

O
年
、
七
二
八
頁
に
見
え
る
(
前

回
、
前
掲
「
明
清
の
一
幅
建
に
お
け
る
農
家
副
業
」
五
七
七
一具
、
参
照
)
。

「
問
屋
制
前
貸
生
産
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
正
俊
「
明
清
時
代
の
問
屋

制
前
貸
生
産
に
つ
い
て
|
|
衣
料
生
産
を
主
と
す
る
研
究
史
的
究
書

|
|
」
『
西
嶋
定
生
博
士
還
暦
記
念
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
園
家
と
農

民
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
参
照
。
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「前
，栴
」
三
五

i
三
六
頁
。

〔原
文
〕
部
公
橋
、
在
鍛
石
巡
司
前
、
今
存
。
按
、
清
流
附
郭
米

石
、
僅
民
食
中
十
年
、
上
流
則
資
寅
鎖
・
由
一
局
材
・
石
牛
諸
路
、
下
流
則

資
玉
華
・
掛
口
・
埠
埠
等
庭
、
以
金
之
。
往
年
好
販
包
穆
、
載
下
洪

樹
、
以
済
洋
虹
、
食
得
高
僚
。
叉
安
沙
賠
一
商
、
百
千
成
群
、
放
青
苗

子
銭
、
首
青
糞
荷
熱
之
時
、
即
綾
田
分
割
、
先
子
百
口
造
紅
、
及
期

強
載
出
境
。
巧
富
勢
族
、
利
其
貴
闘
棚
、
多
盛
岡
之
縦
横
、
以
致
丙
子
歳

大
級
。

E
販
閉
線
、
米
債
騰
語
、
幾
於
激
繁
。
都
公
設
法
賑
済
外
、

変
申
禁
仲間
博
採
輿
論
、
子
鍛
石
磯
建
橋
、
以
裁
下
流
米
頓
、
使
米
償

常
卒
。
邑
民
安
堵
。
題
之
日
都
公
橋
。

〔
原
文
〕
其
貼
富
利
領
、
留

一
家
半
年
之
食
、
徐
蜜
傾
儲
輿
之
。

〔原
文
〕
加
熱
古川、

E
販
仰
腕
其
問
。
富
戸
貴
一
分
、
大
阪
則
分
半
、

而
小
版
則
加
二
。
貴
猶
可
言
也
。
以
米
向
在
本
境
、
縦
血
貝
不
至
飢

也。康
照
『
清
流
耐
紳
士
山
』
巻
六
、
荒
政
、
に
は
、

明
崇
禎
九
年
丙
子
、
放
機
。
四
月
初
旬
、
米
斗
二
銭
、
市
加
熱
米
腕
。

二
十
日
、
後
民
擁
入
院
肺
署
、
塁
告
官
米
。
知
豚
都
府
肱
筒
、
令
殿
富
貰

米、

{疋
僚
斗
九
分
。
不
十
日
、
而
股
富
米
議
無
以
前
出
。
機
民
訴
毅
湯

口
口
門
戸
、
相
川
見
豚
官
、

淘
淘
欲
襲
。
将
官
仰
令
官
家
加
盟
…
米
者
、
斗

折
銀
一
銭
四
分
。
至
五
月
初
六
日
、
各
村
儀
民
、
復
紛
紛
呈
告
。
豚

官
大
怒
、
終
爽
坊
信
用
首
、
刃

J

民
重
責
伽
示
。
漸
見
股
富
受
累
、
加
熱
術

可
施
、
方
始
卒
息
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

(臼
U

泉
州
府
督、
江
販
の
人
、
高
暦
一
四
年
(
一
五
八
六
)
の
進
士
。

『
名

山
磁
』
、
崇
禎
『
闘
書
』
の
撰
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
『
明
史
』
巻

(

円

引

)

(

川

町

)

ハ
品
切
)

(

印

)

(

日

〉

二
四
二
、
列
博
一
三

O
、
お
よ
び
乾
隆
『
耳
目
江
師
紳
士
亡
を
九
、
人
物

志
、
列
俸
て
明
、
等
、
参
照
。

(
臼
)
こ
の
史
料
は
、
清
水
泰
次
「
明
代
一
漏
建
の
農
家
経
済
|
|
特
に
一
回

三
主
の
償
行
に
つ
い
て

l
l」
『
史
皐
雑
誌
』
六
三
編
七
説
、
一
九
五

四
年
、
三
頁
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

(
臼
)
こ
こ
で
便
宜
上
使
用
し
た
ク
本
境
。
が
、
具
態
的
に
如
何
な
る
地
域

を
指
す
の
か
、
に
つ
い
て
は
後
考
に
期
し
た
い
。
或
い
は
、
佃
血
肢
が
日

常
的
に
接
燭
す
る

「農
村
集
市
市
場
を
中
心
と
す
る
地
域
社
曾
」
で
あ

ろ
う
か
(
古
島
和
雄

「
醤
中
園
に
お
け
る
土
地
所
有
と
そ
の
性
格
」
一

九
七
二
年
、
同
『
中
園
近
代
社
曾
史
研
究
』
研
文
出
版
、
一
九
八
二

年
、

一一

一一一
頁〉。

(
回
)
な
お
、
得
衣
凌
氏
は
前
掲
「
明
清
時
代
一
服
建
佃
農
風
潮
考
査
」
の
中

で
、
佃
農
の
反
抗
闘
争
の
ひ
と
つ
の
類
型
と
し
て
「
卒
倉
・
卒
米
」
闘

争
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
(
一
八
四

l
一
八
六
頁
)
が
、
ま
さ
し
く
卓
見

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
湖
南
に
お
け
る
米
穀
市
場
と
そ
れ
を

背
景
と
し
た
槍
米
風
潮
に
つ
い
て
、
重
回
、
前
掲
「
清
初
に
お
け
る
湖

南
米
市
場
の
一
考
察
」
は
き
わ
め
て
精
微
な
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。

(
日
叫
〉
得
、
前
掲
「
明
清
時
代
一
幅
建
佃
農
風
潮
考
設
」
一
八

O
頁
、
お
よ
び

問
「
明
末
清
初
関
輸
眺
都
地
区
社
曾
経
済
輿
佃
曲
反
抗
租
風
潮
」
一
九
四

七
年
、
前
掲
『
明
清
一
位
舎
経
済
史
論
文
集
」
三
六
八
|
一
一
一
六
九
頁
、
参

照
。
清
流
懸
の
蜂
起
は
ま
さ
に
鄭
豚
H
寧
化
の
今
世
間
通
抗
租
反
飢
。
に

呼
態
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(
幻
)
一
踊
建
に
お
け
る
直
接
的
物
理
的
な
阻
米
闘
争
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

中
園
人
民
大
皐
清
史
研
究
所

・
地
案
系
中
園
政
治
制
度
史
教
研
室
合
編

「
康
薙
乾
城
郷
人
民
反
抗
闘
争
資
料
』
上
加
、
中
華

4

曜
日
局
(
北
京
)
、
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一
九
七
九
年
、
三

O
四
頁
、
所
牧
の
『
珠
批
奏
摺
』
「
一
漏
建
提
督
武
進

陸
奏
」
乾
隆
八
年
(
一
七
四
三
〉
五
月
一
一
六
日
、
に
、

績
竣
建
寧
銀
標
中
営
激
撃
杜
茂
票
報
、
浦
城
田
耕
民
、
借
稽
米
貴
、
数

銭
郷
禁
、
欄
裁
米
船
。

と
あ
り
、
ま
た
、
道
光
二
ハ
年
〈
一
八
三
四
)
刊
『
沙
懸
士
山
』
巻
一

五
、
群
異
志
、
災
群
、
函
朝
、
道
光
一
四
年
四
月
の
僚
に
、

米
債
昂
貴
。
時
城
中
好
版
図
積
、
悪
一
商
搬
運
四
郷
之
米
、
篤
飢
民
揃

阻。
と
あ
る
。

(
印
叩

)ω
の
記
事
は
、
重
田
、
前
掲
「
清
初
に
お
け
る
湖
南
米
市
場
の
一

考

察
」
六
五
頁
、
註
♀
C
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
書
、
巻
一
五
、
江
西
巡
撫
任
、
「
申
鍛
阻
米
例
替
問
機
」
乾
隆
八

691 

年
〈
一
七
四
三
)
二
月
、
に
も
同
様
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

(
補
註
〉
一
九
八

O
年
に
お
い
て
、
す
で
に
中
山
美
緒
民
は
暴
動
と
し
て
の

「
集
団
的
抗
祖
」
に
「
捨
米
的
」
な
性
格
が
あ
る
貼
(
「
問
題
は
、
特
に
村

外
へ
の
米
の
流
失
を
止
め
る
こ
と
で
、
単
に
地
主
に
携
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
」
〉
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
「
北
海
道
大
皐
東
洋
史
静
話
禽
一

九
八

O
年
夏
期
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
抗
租
闘
争
の
諸
問
題
』
の
記
録
」
『
史

朋
』
一
五
鋭
、
一
九
八
二
年
、
六
二
頁
。

〔附
記〕大

阪
大
撃
演
島
敦
俊
先
生
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
御
示
唆
が
、
小
稿
の
出

田
技
黙
を
な
し
て
い
る
。
こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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concerning local defense articulated by the Chongzhen emperor. These

were: Repair, Readiness, Training and Provision. (ｘtｔｔ,beｔ，lien，　ｓｓhｕ＾，

備，練，儲), namely: ａ)χ･epair walls and moats, b) build up ramparts,

c) train local militia,and　d) store up provisions. An essential element

of the policy was to stimulate economic assistance from the gentry and to

develop local leadership. As ａ plan t(ｊcombat local rebellion, it attemp-

ted to realize the Chongzhen emperor's policy by utilizing the strength

of the local gentry.　However, the Chongzhen emperor himself did not

completely trust the idea of gentry leadership, and wanted to see them

only in the role of providers　of　economic　assistance. In contrast, it is

generally thought now that the scholars of the Donglin 東林faction

regarded

　

even economic assistance from the gentry to be ａ problem.

Because of these developments and others, Yang Sichang's loca［defense

policies were not successful.

RENT REVOLT AND GRAIN TRANSPORT OBSTRUCTION,

　　

as seenin Fujian during the late Ming and earlyQing

MiKI Satoshi

　　　

This articleｅχamines the characteristicsof rent revolts (the refusal

of tenant farmers to delivertheir crop rents to landlords) in the light of

the relationship between two issues:　1) the question of commercial pro-

duction by tenant farmers, and　2) the question of production and circu･

lation of rice in Fujian｡

　　　

From the end of the Ming, commercial production by tenant farmers

began activelyto develop, especially with the introduction of commercial

crops like　sugarcane and tobacco.　　Butat the same time, the farmers

could not produce enough grain for their own consumption and for their

farm rents, and they inevitably became more and more dependant on

commerce and high　interest borrowing. At that time in Fujian rural

society, the relationship between landlords and tenants was weakening

considerably on the one hand, while a close economic relationship was

developing between tenant farmers and commercial capital on the　other.

- ２－



Meanwhile, the unusual local conditions in Fuiian and the development

of cash cropping brought about ａ state of constant grain shortages. But

for Fujian rural society, with its developing commercial production, the

problem of grain was not so much its rising price but rather its actual

shortage. That is to say, for the tenant farmers, keeping rice in the local

area

　

became an urgent problem. Thus we can properly say that the

resistance of tｅｎ万antfarmers to paying rents t0 landlords was an aspect

of the struggle t０，prevent rice from leaving the local area　(i. e. grain

transport obstruction).

THE APPRECIATION OF COPPER CASH IN THE

　　　　　　　　　

QIANLUNG乾隆ERA

KURODA Akinobu

　　　

In the Qianlung era, the Qing government minted ａ great quantity

of copper cash which had not been done before. What made the govern-

ment do ｓｏ?

　　　

The

　

monetary

　

system under the　Qing dynasty was on ａ parallel

standard. There　was　no fiχedratio between silver and copper cash.

Although copper cash formed ａ large part of the　circulating　medium

for retail,generally most of the cash that was coined did not return to

the Mint, but stagnated in the local markets. In the firsthalf of the

Qing period, the rate of exchange for copper cash against silver kept

rising. Relative insu伍ciency of cash caused all kinc!ｓof“small cash”，

namely illegal cash, to be accepted. The government intended to use

good money, legal cash, to drive out bad money, small cash, and therefore

establishedlocal Mints to spread legal cash over the empire｡

　　　

Since minting needed vast copper supplies, the government had to

control the production and circulation of copper. This brought out a

strange phenomenon: the intrinsic value　of ａ piece of legal cash was

greater than its face value. Naturally some people melted down legal

cash. Nevertheless, the government contini再edto mint, so that apparently

- ３－


